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は
じ
め
に

訴
訟
銘
に
お
け
る

｢
貸
金｣

と

｢

預
ケ
金｣

明
治
期
民
事
判
決
原
本
を
一
瞥
し
て
明
ら
か
な
こ
と
の
一
つ
に
、
金
銭
問
題
に
関
す
る
訴
訟
件
数
が
多
い
こ
と
、
ま
た
、
金
銭
問
題

に
関
す
る
訴
訟
銘
に
は
、｢

貸
金｣

と
共
に

｢

預
ケ
金｣

(

１)

と
い
っ
た
言
葉
が
目
に
付
く
こ
と
が
あ
る
。

現
在
の
民
事
事
件
に
お
い
て

｢

預
ケ
金｣

と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
我
々
は

｢

預
ケ
金｣

が
ど
の
よ
う
な
事
件

に
使
用
さ
れ
た
訴
訟
銘
な
の
か
、
ま
た
、｢

貸
金｣

と
の
異
同
を
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
用
い

明
治
初
期
に
お
け
る

｢

預
ケ
金｣

『

司
法
省
日
誌』

な
ら
び
に
大
阪
裁
判
所
判
決
の
分
析
を
通
じ
て

田

中

亜
紀
子

は
じ
め
に

訴
訟
銘
に
お
け
る

｢

貸
金｣

と

｢

預
ケ
金｣

一

｢

預
ケ
金｣

と
は
何
か

二

『

司
法
省
日
誌』

に
見
る

｢
預
ケ
金｣

三

大
阪
裁
判
所
判
決
に
お
け
る

｢
預
ケ
金｣

お

わ

り

に
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ら
れ
る
こ
と
の
な
い
訴
訟
銘
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
等
閑
視
す
る
こ
と
は
、
現
代
日
本
に
お
け
る
法
シ
ス
テ
ム
の
形
成
過
程
を
軽
視
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
日
本
の
法
を
理
解
す
る
上
で
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
前
近
代
か
ら
現
代
に
か
け
て

の
民
事
紛
争
の
処
理
方
法
の
推
移
を
考
察
す
る
上
で
、｢

預
ケ
金｣

の
実
態
、
な
ら
び
に
そ
の
消
滅
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
検
討
し
た
研
究
と
し
て
は
、
明
治
初
期
の

｢

預
ケ
金｣

の
内
容
を
、
当
時
の
太
政
官
布
告
・
司
法
省
達
・
伺

指
令
な
ど
の
立
法
的
側
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
林
真
貴
子
氏
の

｢

明
治
初
期
の
預
ケ
金
に
つ
い
て

民
事
裁
判

に
お
け
る
訴
訟
銘
の
検
討｣

(

２)

が
あ
る
。
林
氏
は
、
同
論
文
に
お
い
て
、
明
治
期
に
お
け
る
民
事
訴
訟
の
中
で

｢

金
銭
貸
借｣

に
次
い
で

訴
訟
件
数
が
多
か
っ
た

｢
預
ケ
金｣

を
取
り
上
げ
、
明
治
初
期
の
訴
訟
銘
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
江
戸
時
代
の

｢

預
ケ
金｣

に
関
す
る
先

行
研
究
の
整
理
な
ら
び
に
明
治
期
に
お
け
る

｢

預
ケ
金｣

に
関
す
る
太
政
官
布
告
、
司
法
省
布
達
、
伺

指
令
の
意
味
内
容
の
検
討

を
通
じ
て
、
訴
訟
当
事
者
が

｢

預
ケ
金｣

と
い
う
名
目
を
用
い
た
理
由
な
ら
び
に
明
治
政
府
に
よ
る

｢

預
ケ
金｣

保
護
の
意
図
を
明
ら

か
に
し
た
。
本
論
文
は
、
林
論
文
に
多
く
の
示
唆
を
受
け
つ
つ
、
同
論
文
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
資
料
な
ら
び
に
異
な
っ
た
資
料

を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
論
文
の
趣
旨
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
議
論
に
向
け
て
い
く
つ
か
の
素
材
を
提
供
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
論
文
は
、
第
一
章
に
お
い
て

｢

預
ケ
金｣

規
定
の
変
遷
過
程
を
布
告
・
達
等
を
概
観
す
る
こ
と
に
よ
り
確
認
し
、

｢

預
ケ
金｣

と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を

(

３)

確
認
す
る
。
次
に
、
第
二
章
で
は
、『

司
法
省
日
誌』

に
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
る

｢

預
ケ
金｣

に
関
す
る
伺
・
指
令
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、｢

預
ケ
金｣

と
一
般
の
貸
金
の
異
同
を
当
時
の
裁
判
実
務
家
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と

し
て
把
握
し
て
い
た
の
か
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
第
三
章
に
お
い
て
、
大
阪
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
の
中
か
ら
、
主
と
し
て

｢

預
ケ

金｣

に
関
す
る
事
件
を
抽
出
し
、
い
く
つ
か
の
対
象
事
件
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
当
時
の
人
々
の

｢

預
ケ
金｣

に
関
す
る
意
識

な
ら
び
に
同
時
代
に
お
け
る

｢

預
ケ
金｣

の
実
態
解
明
に
取
り
組
む
。

論 説
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な
お
、
本
稿
は
二
〇
〇
五
年
度
に
行
わ
れ
た
日
本
法
制
史
特
殊
研
究
の
成
果
の
一
部
で

(

４)

あ
る
と
と
も
に
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
い
る
民
事
判
決
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一

｢

預
ケ
金｣

と
は
何
か

明
治
八
年
前
後
か
ら
一
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
訴
訟
銘
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
の
公
事
銘
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
の
裁
判
は
大
き
く

｢

本
公
事｣

と

｢

金
公
事｣

に
分
け
ら
れ
、
金
銭
貸
借
訴
訟
の
事
例
に
多
く
み
ら
れ
た

｢

利
息
付
・
無
担
保
の

金
銭
消
費
貸
借｣

は
、｢
金
公
事｣

と
し
て
、｢

本
公
事｣

と
は
異
な
る
扱
い
を
受
け
、
し
ば
し
ば
相
対
済
令
の
対
象
と
な
り
、
訴
権
が

否
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、｢

預
ケ
金｣

は
、
従
来
、
江
戸
時
代
ま
で
は
金
銭
の
寄
託
を
意
味
し
、
少
な
く
と
も

無
利
子
の
貸
金
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
て
、｢

本
公
事｣

の
扱
い
を
受
け
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

(

５)

明
治
期
に
入
り
、
そ
の
初
期
に
お
い
て
は
、
維
新
期
の
混
乱
を
沈
静
化
さ
せ
る
た
め
、
あ
る
い
は
混
乱
等
の
結
果
と
し
て
紛
争
当
事

者
が
証
文
な
ど
の
証
拠
を
保
管
出
来
な
い
場
合
を
想
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
、

(

６)

明
治
五
年
に
は
、
訴
訟
期
限

(

華
士
族
卒
に
関
し
て
は
明

治
二
年
六
月
版
籍
奉
還
以
前
、
平
民
に
関
し
て
は
明
治
元
年
一
月
一
日
以
前)

を
設
定
し
、
訴
訟
期
限
を
経
過
し
た
金
銭
貸
借
に
関
す

る
訴
訟
は
受
理
し
な
い
と
す
る
布
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。

(
７)

こ
の
太
政
官
布
告
を
受
け
、
明
治
五
年
一
一
月
二
七
日
司
法
省
第
四
一
号
布

達
は
第
一
条
で
華
士
族
卒
に
対
す
る
金
穀
貸
借
訴
訟
の
裁
判
取
り
上
げ
期
限
に
つ
い
て
規
定
し
た
が
、｢

預
ケ
金｣

に
つ
い
て
は
第
二

条
で

｢

預
リ
金
穀
ハ
証
文
面
預
ケ
金
穀
ノ
名
目
ニ
テ
利
足
有
之
亦
ハ
預
リ
人
ヘ
融
通
セ
シ
ム
ル
廉
ヲ
以
礼
金
等
ヲ
請
ク
ル
分
ハ
第
一
条

(

筆
者
註：

華
士
族
卒
に
対
す
る
貸
金
に
関
す
る
取
り
扱
い)

ノ
通
心
得
ヘ
ク
尤
全
ク
預
ケ
金
ニ
テ
利
足
礼
金
ヲ
請
ケ
サ
ル
分
ハ
及
裁

判
若
シ
其
金
穀
ヲ
費
用
シ
済
方
不
埒
明
時
ハ
断
獄
課
ヘ
可
引
渡
事｣

と
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
五
年
一
一
月
段
階
に
お
い

て
司
法
省
は
、｢

利
足｣

ま
た
は

｢

礼
金｣

を
受
け
取
っ
て
い
た

｢

預
ケ
金｣

は
太
政
官
第
三
〇
〇
号
布
告
に
規
定
さ
れ
た
貸
金
と
同

明治初期における ｢預ケ金｣
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様
の
扱
い
を
行
う
が
、｢

利
足｣

｢

礼
金｣

を
受
け
取
っ
て
い
な
い

｢

預
ケ
金｣

は
、
貸
金
に
課
せ
ら
れ
た
よ
う
な
出
訴
期
限
を
設
け
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
裁
判
に
訴
え
る
事
が
出
来
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、｢

預
ケ
金｣

に
つ
い
て
は
、
明
治
七
年
三
月
四
日
太
政
官
第
二
七
号
布
告
に

｢

預
金
穀
ハ
其
証
書
中
ニ
封
印
ノ
儘
預
リ
置

候
歟
或
ハ
預
リ
中
融
通
使
用
ヲ
為
サ
ヽ
ル
ノ
明
文
ナ
キ
分
ハ
出
訴
候
ト
モ
本
年
五
月
一
日
ヨ
リ
以
後
ハ
貸
金
同
様
ニ
裁
判
可
致
候
條
此

旨
布
告
候
事｣
と
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先
の
明
治
五
年
段
階
と
比
べ
た
な
ら
ば
、｢

利
足｣

に
関
す
る
記
述
が
姿
を
消
し
、

そ
の
代
わ
り
に
、
証
書
中
に

｢

封
印
ノ
儘
預
リ
置｣

あ
る
い
は

｢

預
リ
中
融
通
使
用
ヲ
為
サ
ヽ
ル｣

の
明
文
の
有
無
に
よ
っ
て

｢

預
ケ

金｣

と

｢

貸
金｣

が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
明
治
五
年
司
法
省
第
四
一
号
達
で
は
、｢

預
ケ
金｣

と
さ
れ
る
事
件
を
受
理
し
た

後
、｢

利
足｣

｢

融
通｣

が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
個
々
の
事
件
で
裁
判
所
が
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
明

治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
で
は
証
文
中
の
文
言
を
確
認
す
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
り
、
裁
判
処
理
効
率
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
前

進
し
た
と
考
え
て
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
近
世
に
お
い
て
一
般
貸
金
と
は
異
な
っ
た
保
護
が
与
え
ら
れ
て
き
た

｢

預
ケ
金｣

の
歴
史
を
考
慮
し
た
な
ら
ば
、
明
治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
は
、｢

預
ケ
金｣

保
障
の
範
囲
を
狭
め
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同

二
七
号
布
告
で
規
定
さ
れ
た
要
件
が
、
そ
れ
ま
で

｢
預
ケ
金｣

が
行
わ
れ
た
際
に
必
ず
し
も
必
要
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
な
い
事
件

が
多
か
っ
た
場
合
は
、
同
布
告
に
よ
っ
て
従
来
の

｢

預
ケ
金｣

(

少
な
く
と
も

｢

預
ケ
金｣

だ
と
当
事
者
が
考
え
て
い
た
も
の)

が
一

般
の
貸
金
と
読
み
替
え
ら
れ
、
貸
金
訴
訟
の
出
訴
期
限
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
被
害
者
を
生
ぜ
し
め
た
可
能
性
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
明
治
前
期
の

｢

預
ケ
金｣

訴
訟
を
検
討
し
、
政
府
に
よ
っ
て
徐
々
に
一
般

貸
金
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

｢

預
ケ
金｣

に
対
す
る
人
々
の
反
応
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
後
、｢

預
ケ
金｣

に
関
す
る
政
府
の
新
た
な
、
そ
し
て
最
終
的
な
対
応
を
明
記
し
た
も
の
が
、
明
治
一
〇
年
太
政
官
第

一
二
号
布
告

｢

預
ケ
金
穀
ノ
訴
訟
ハ
其
証
書
中
ニ
封
印
ノ
儘
預
リ
置
候
歟
或
ハ
預
リ
中
融
通
使
用
ヲ
為
サ
ヽ
ル
明
文
ア
ル
モ
ノ
ハ
年
数

論 説
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ニ
拘
ハ
ラ
ス
受
理
ス
ヘ
キ
成
規
ニ
候
処
自
今
弐
拾
年
以
前
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
一
切
裁
判
不
及
候
條
此
旨
布
告
候
事｣

で
あ
る
。
こ
の
布
告

に
よ
っ
て
、｢

弐
十
年｣

を
経
過
し
た

｢

預
ケ
金｣

は
、
た
と
え
証
書
中
に
明
治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
で
規
定
さ
れ
た
明
文
を

記
載
し
、
利
息
や
礼
金
な
ど
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
出
訴
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
般
貸
金
と
比
較
し
た
場
合
は
、
訴
訟
期
限
が
長
い
と
い
う
点
で
、
な
お
も

｢

預
ケ
金｣

に
対
す
る
一
定
の
配
慮
を
示
し
た
も
の
で
は

あ
る
が
、｢

年
数
ニ
拘
ハ
ラ
ス
受
理
ス
ヘ
キ
成
規｣

に
修
正
が
加
え
ら
れ
、｢

預
ケ
金｣

に
対
し
て
も
出
訴
期
限
が
設
定
さ
れ
た
と
い
う

点
に
お
い
て
、
裁
判
取
り
扱
い
に
お
け
る

｢

預
ケ
金｣

と
一
般
貸
金
と
の
差
を
狭
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

(

８)
二

『
司
法
省
日
誌』

に
見
る

｢

預
ケ
金｣

明
治
初
期
に
お
け
る

｢

預
ケ
金｣
に
関
す
る
政
府
の
方
針
は
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
明
治
五
年
一
一
月
二
七
日
司
法
省
第
四
一
号

布
達
な
ら
び
に
明
治
七
年
三
月
四
日
太
政
官
第
二
七
号
布
告
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
つ
ま
り

｢

預
ケ
金｣

は
、｢

其
証
書
中
ニ
封
印

ノ
儘
預
リ
置｣

、｢

預
リ
中
融
通
使
用
ヲ
為
サ
ヽ
ル
明
文｣

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
一
般
の
貸
金
と
は
区
分
さ
れ
て
裁
判
を
行
う
こ
と
、

端
的
に
言
え
ば
、
要
件
を
満
た
し
た

｢

預
ケ
金｣
に
つ
い
て
は
貸
金
に
課
し
た
訴
訟
期
限
の
影
響
を
受
け
ず
、
裁
判
所
は
事
件
の
新
旧

を
問
わ
ず
訴
訟
を
受
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
七
年
太
政
官
布
告
第
二
七
号
の
内
容
は
早
く
も
明
治
一
〇
年
太

政
官
第
一
二
号
布
告
で
は
否
定
さ
れ
、
二
〇
年
を
経
過
し
た

｢
預
ケ
金｣

事
件
は
出
訴
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
太
政

官
布
告
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
府
の
対
応
が
揺
れ
動
い
て
い
た
時
期
に
お
い
て
、
司
法
省
、
太
政
官
布
告
お
よ
び
司
法
省
達
に
基
づ

い
て
訴
訟
を
取
り
扱
っ
て
い
た
裁
判
所
、
な
ら
び
に
府
県
は
、｢

預
ケ
金｣
に
対
す
る
布
告
・
布
達
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、

あ
る
い
は
、
実
際
の
事
件
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
伺
・
指
令
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、『

司
法
省
日
誌』

(

９)

に
見
ら

れ
る

｢

預
ケ
金｣

事
例
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、｢

預
ケ
金｣

と
一
般
の
貸
金
の
異
同
を
当
時
の
裁
判
実
務
家
は
ど
の
よ
う
な
も

明治初期における ｢預ケ金｣



(阪大法学) 56 (1 114) 114 [2006.5]

の
と
し
て
把
握
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
預
ケ
金
に
関
す
る
主
た
る
伺
指
令

(

１
〜
８)

を
以
下
に
掲
げ
る
。

(

�)

１

栃
木
裁
判
所
伺

(

�)

金
銭
貸
借
に
つ
い
て
は
、
慶
応
三
年
一
二
月
晦
日
以
前
の
件
は
裁
判
の
及
ば
ず
と
の
布
達
が
あ
り
、
当
裁
判
所
は
無
利
息
の
預
ケ
金

に
つ
い
て
も
同
様
の
扱
い
を
行
う
べ
き
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
今
回
東
京
裁
判
所
か
ら
戊
辰

(

慶
応
四
＝
明
治
元
年)

以
前
の
預
ケ
金

に
関
す
る
訴
訟
が
転
送
さ
れ
て
き
た
が
、
受
理
す
べ
き
か
、
と
い
う
栃
木
裁
判
所
の
伺
に
対
し
、
司
法
省
は

｢

司
法
省
第
四
一
号
布
達

第
二
条｣

の
通
り
に
し
な
さ
い

(

＝
訴
訟
を
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る)

、
と
指
示
し
た
。
栃
木
裁
判
所
が
金
銭
貸
借
と
無
利
息
の
預
ケ

金
事
件
の
取
り
扱
い
を
同
一
視
し
、
訴
訟
を
受
理
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
無
利
息
の
預
ケ
金
に
つ
い
て

は
裁
判
を
行
う
よ
う
指
令
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
、
事
件
期
日
が
慶
応
三
年
以
前
で
あ
る
点
で
は
な
く
、
無
利

息
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
注
目
し
た
の
だ
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
利
息
を
取
っ
て
い
た

｢

預
ケ
金｣

に
つ
い
て
は
、
次
の
２
の
よ
う
な

指
令
が
下
さ
れ
て
い
る
。

２

額
田
県
伺

(

�)

預
ケ
金
で
あ
っ
て
も
、
利
息
付
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
貸
金
同
様
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
も
良
い
の
か
と
い
う
額
田
県
の
伺
い
に
対

し
て
は
、
伺
の
通
り
、
す
な
わ
ち
貸
金
と
同
様
の
取
り
扱
い
を
行
う
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、｢

預
ケ
金｣

の
名
目
で
あ
っ
て

も
、
利
息
を
取
っ
て
い
る
場
合
は
、
貸
金
と
同
一
の
取
り
扱
い

(
慶
応
三
年
一
二
月
晦
日
以
前
の
貸
金
訴
訟
は
受
理
し
な
い)

を
行
う

様
指
令
し
て
い
る
。
名
目
で
は
な
く
、
実
際
に
利
息
が
生
じ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
貸
金
と

｢

預
ケ
金｣

の
取
り
扱
い
に
区
別

を
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

３

京
都
裁
判
所
伺

(

�)

華
士
族
卒
に
関
す
る
預
ケ
金
穀
事
件
は
、
貸
金
同
様
に
裁
判
に
及
ば
な
い
の
か
。
同
様
に
平
民
に
関
し
て
は
、｢

無
利
息
預
米
金｣

論 説
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で
あ
っ
て
も
、
裁
判
に
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
と
い
う
京
都
裁
判
所
の
伺
に
対
し
て
は
、
共
に

｢

当
省
第
四
十
一
号
布
達
之

通
可
心
得
事｣

と
指
令
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
伺
は
明
治
五
年
司
法
省
第
四
一
号
布
達
の
趣
旨
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
布
達
は

第
一
條
で
華
士
族
卒
に
対
す
る
金
穀
貸
借
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、
第
二
條
で
は

｢

預
リ
金
穀
ハ
証
文
面
預
ケ
金
穀
ノ
名
目
ニ
テ

利
足
有
之
亦
ハ
預
リ
人
ヘ
融
通
セ
シ
ム
ル
廉
ヲ
以
礼
金
等
ヲ
請
ク
ル
分
ハ
第
一
條
ノ
通
心
得
ヘ
ク
尤
全
ク
預
ケ
金
ニ
テ
利
足
礼
金
ヲ
請

ケ
サ
ル
分
ハ
及
裁
判
若
シ
其
金
穀
ヲ
費
用
シ
済
方
不
埒
明
時
ハ
断
獄
課
ヘ
可
引
渡
事｣

と
あ
り
、
対
象
が
華
士
族
卒
が
関
係
す
る
事
件

に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
平
民
相
互
の
事
件
に
対
し
て
も
適
用
す
る
の
か
明
確
で
は
な
い
た
め
、
確
認
の
た
め
に
伺
を
出

し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
指
令
は
両
者
に
対
し
て
四
一
号
の
通
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
達
は
平
民

相
互
の
事
件
に
対
し
て
も
適
用
が
予
定
さ
れ
て
い
た
事
が
判
明
す
る
。

４

愛
知
県
伺

(

�)

無
尽
ま
た
は
頼
母
子
と
い
う
講
金
落
口
の
者
の
返
済
が
滞
り
、
訴
訟
と
な
っ
た
が
、
証
文
面
に
預
り
金
借
用
等
種
々
の
名
目
が
あ
っ

た
た
め
、
丁
卯
一
二
月
晦
日
以
前
の
分
は
裁
判
に
取
り
上
げ
る
べ
き
か
ど
う
か
伺
い
出
た
所
、
実
際
上
の
利
息
の
有
無
及
び
貸
借
ま
た

は
預
り
金
で
あ
る
の
か
は
判
断
が
困
難
で
あ
る
と
の
指
令
を
受
け
、
再
度
行
っ
た
伺
い
で
あ
る
。
右
講
金
の
方
法
は
、
一
〇
人
あ
る
い

は
二
〇
人
で
連
中
を
結
び
、
一
〇
年
あ
る
い
は
一
五
年
限
取
決
め
、
会
毎
に
金
子
を
持
ち
寄
り
、
籤
で
落
口
を
定
め
、
あ
る
い
は
順
序

を
追
っ
て
落
口
を
定
め
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
落
口
の
者
は
、
証
文
を
差
し
入
れ
、
金
子
を
受
け
取
り
、
満
会
ま
で
仕
法
通
り
返
金

を
行
う
事
に
な
っ
て
い
る
。
右
の
講
金
は
い
ず
れ
も
利
息
は
な
い
が
、
掛
込
金
か
ら
ひ
そ
か
に
利
息
を
生
じ
る
方
法
に
な
っ
て
い
て
、

証
文
面
に
も
借
用
と
あ
る
。
し
か
し
預
り
金
同
様
の
方
法
で
あ
れ
ば
、
貸
借
で
は
な
い
の
で
、
丁
卯
一
二
月
晦
日
以
前
の
分
で
あ
っ
て

も
取
り
上
げ
、
裁
判
を
行
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
伺
い
に
対
し
、
司
法
省
は
、
利
息
を
生
じ
る
方
法
で
あ
れ
ば
、
預
金
で
は
な
く
、
一
般
の
金
銭
貸
借
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る

明治初期における ｢預ケ金｣
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か
ら
、
壬
申
第
三
〇
〇
号
、
三
一
七
号
布
告
に
従
い
、
裁
判
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
指
令
し
て
い
る
。
こ
の
４
の
事
例
に
お
い
て
も
、

１
・
２
と
同
様
に
、
実
際
の
利
息
の
有
無
に
よ
っ
て
金
銭
貸
借
か
預
ケ
金
か
を
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、｢

預
ケ
金｣

の
名
目
で
あ
っ
て
も
、
実
際
は
利
息
を
取
っ
て
い
た
事
件
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
第
一

章
で
紹
介
し
た
明
治
五
年
一
一
月
二
七
日
司
法
省
第
四
一
号
布
達
で
は
、｢

利
足｣

ま
た
は

｢

礼
金｣

を
受
け
取
っ
て
い
た

｢

預
ケ
金｣

は
太
政
官
第
三
〇
〇
号
布
告
に
規
定
さ
れ
た
貸
金
と
同
様
の
扱
い
を
行
う
も
の
の
、｢

利
足｣

｢

礼
金｣

を
受
け
取
っ
て
い
な
い

｢

預
ケ

金｣

に
対
し
て
は
出
訴
期
限
を
設
定
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
明
治
七
年
に
は
そ
の

｢

預
ケ
金｣

の
定
義
に
関
し
て
変
化
が
見
ら
れ
た
。

そ
の
変
化
と
関
連
す
る
伺
が
以
下
の
５
で
あ
る
。

５

明
治
七
年
二
月
三
日
伺
書

(
�)

伺
書
の
内
容
は
、
預
金
穀
の
間
に
名
実
の
相
違
が
あ
り
、
訴
訟
上
問
題
が
あ
る
た
め
、
預
金
穀
に
関
す
る
明
確
な
定
義
を
行
わ
な
け

れ
ば
問
題
が
生
じ
る
。
抑
も
人
々
が
自
己
所
有
の
金
穀
を
他
人
に
寄
託
す
る
行
為
の
背
景
と
し
て
は
、
自
宅
に
金
穀
を
儲
蓄
す
る
こ
と

に
不
安
を
感
じ
る
た
め
、
信
用
し
て
い
る
人
に
寄
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
穀
の
保
管
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
寄
託
を
受

け
た
者
は
慎
重
に
保
管
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
仮
に
誤
っ
て
そ
の
期
限
中
に
自
分
の
所
有
物
と
思
い
、
融
通
の
た
め

そ
の
寄
物
を
交
換
費
用
す
る
場
合
は
、｢

費
用
受
寄
財
産｣
の
律
に
よ
っ
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
預
か
っ
た
金
穀

を
費
消
す
る
行
為
は
、
受
託
者
の
過
失
で
は
あ
る
が
、
寄
託
を
行
っ
た
者
に
も
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
何
故
な
ら
ば
、
従
来
の
慣
習

で
は
、
預
金
穀
の
名
目
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
期
限
中
受
託
者
が
ど
の
よ
う
に
融
通
使
用
す
る
と
し
て
も
、
寄
託
者
が
か
つ
て
そ
れ
を
抑

制
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
寄
託
者
は
受
託
者
が
使
用
す
る
こ
と
を
黙
許
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
方
的
に
受
託
者

に
責
を
帰
す
べ
き
で
は
な
い
。
従
っ
て
今
後
、
預
金
穀
は
、
寄
託
期
限
中
で
あ
っ
て
も
融
通
を
許
さ
な
い
と
い
う
契
約
証
書
が
あ
る
場

合
の
み
を
預
金
穀
と
し
、
そ
の
契
約
書
が
無
い
場
合
は
、
一
般
貸
金
と
同
様
に
見
な
す
こ
と
に
す
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
別
紙(

略)

論 説
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の
内
容
で
布
告
を
行
い
た
い
が
、
宜
し
い
だ
ろ
う
か
と
言
う
も
の
で
あ
り
、
以
上
の
伺
書
に
対
し
て
は
、｢

伺
ノ
趣
第
二
十
七
号
ヲ
以

テ
布
告
候
事｣

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
七
年
三
月
四
日
太
政
官
第
二
七
号
布
告
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
伺
書
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
第
一
に
、
明
治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
は
裁
判
に
取
り
上
げ
る
べ
き
預
ケ
金
の
定
義
を
証
書

中
に

｢
封
印
ノ
儘
預
リ
置｣

、｢

預
リ
中
融
通
使
用
ヲ
為
サ
ヽ
ル｣

の
明
文
が
あ
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
、

預
金
穀
関
連
事
件
に
お
い
て
名
実
の
相
違
が
あ
り
、
訴
訟
上
問
題
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
事
。
第
二
に
、
預
ケ
金
が
行
わ
れ
て

い
る
理
由
を
、｢

自
家
ニ
儲
蓄
ス
ル
ヲ
懸
念
ニ
存
候
処
ヨ
リ
懇
信
ノ
人
ヲ
撰
ヒ
之
ヲ
寄
托
シ
テ
其
保
護
ヲ
乞
フ｣

と
し
、
金
穀
を
預
か

っ
た
者
は
、
預
け
た
者
の
信
頼
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
受
託
者
が
預
金
穀
を
費
消
し
た
場
合
は
罪
を
問
う
べ
き
だ
と
述
べ
な
が

ら
も
、
受
託
者
が
預
金
穀
を
費
消
し
て
し
ま
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
慣
習
上
の
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
事
が
あ
る
。
第

二
点
に
関
し
て
は
、
従
来
の
慣
習
に
お
い
て
は
、
一
度
寄
託
者
が
金
穀
を
預
け
た
以
上
は
、
期
限
中
に
受
託
者
が
当
該
預
金
穀
を
ど
の

よ
う
に
扱
お
う
と
も
、
寄
託
者
が
そ
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
寄
託
者
の
行
為
は
、
受
託
者
に
よ
る

預
金
穀
の
使
用
を
黙
許
し
た
も
の
で
あ
る
為
、
預
金
穀
の
費
消
に
つ
い
て
は
、
一
方
的
に
受
託
者
に
責
を
帰
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
従
来
の
慣
習
を
修
正
す
る
形
で
、
預
金
穀
に
関
す
る
定
義
を
行
っ
た
事
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
同
伺
書
に
関
す
る
記
述
は

『

公
文
録』
明
治
七
年
三
月
司
法
省
伺

｢

預
金
穀
ノ
儀
ニ
付
伺｣

(

�)

に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
。
伺
書
の
内
容
は
５
の
冒
頭
で
掲
げ
た
も
の
と
同
内
容
だ
が
、
同
伺
書
が

｢

司
法
卿
大
木
喬
任｣

か
ら

｢

三
條
太
政
大
臣｣

に
宛
て

て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『

司
法
省
日
誌』

で
は
略
さ
れ
て
い
た
別
紙
布
告
内
容
は

｢

預
金
穀
ハ
必
ス
預
リ
中
融
通
使
用
ヲ
為
サ
ザ

ル
ノ
証
書
ヲ
取
置
ク
可
シ
若
シ
右
証
書
ヲ
取
置
ス
シ
テ
後
日
出
訴
候
ト
モ
明
治
七
年
第
四
月
一
日
ヨ
リ
以
後
ハ
貸
金
同
様
ニ
裁
判
可
致

候
条
此
旨
可
相
心
得
候
事｣

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
司
法
省
に
よ
る
布
告
案
で
は
、｢

預
リ
中
融
通
使
用
ヲ
為
サ
ザ
ル
ノ

証
書｣

を
取
り
置
く
べ
き
と
の
み
規
定
し
、
太
政
官
第
二
七
号
布
告
に
見
ら
れ
る

｢
封
印
ノ
儘
預
リ
置
候｣

あ
る
い
は

｢

預
リ
中
融
通

明治初期における ｢預ケ金｣
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使
用
ヲ
為
サ
ヽ
ル｣

の
要
件
中
、｢

封
印
ノ
儘
預
リ
置
候｣

と
い
う
文
言
は
な
い
。
同
伺
書
な
ら
び
に
布
告
案
は
翌
二
月
四
日
に
左
院

へ
送
ら
れ
た
後
、
同
月
二
二
日
に
審
議
を
経
て
、
三
月
四
日
に
太
政
官
二
七
号
布
告
が
出
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
理
由
と
し
て

｢

別
紙

司
法
省
伺
預
金
穀
ノ
儀
遂
信
義
候
処
元
来
預
金
ハ
預
ケ
主
ノ
志
願
ニ
起
リ
貸
金
ハ
借
主
ノ
志
願
ニ
起
リ
其
義
務
ノ
根
源
異
ナ
ル
ノ
ミ
ナ

ラ
ス
水
火
盗
難
等
ノ
天
災
ニ
テ
其
物
件
滅
盡
ス
ル
時
預
リ
品
ハ
弁
償
ノ
義
務
ナ
ク
借
品
ハ
其
義
務
ヲ
免
レ
サ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
裁
判
法
モ

亦
従
テ
異
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
得
ス
因
テ
其
規
則
追
々
編
集
上
申
可
仕
候
得
共
目
今
ノ
場
合
ハ
習
慣
モ
有
之
事
ニ
付
姑
ク
司
法
省
伺
ノ
案
文
中

ニ
一
句
ヲ
加
ヘ
御
布
告
相
成
可
然
因
テ
御
達
案
相
添
仰
高
裁
候
也｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
こ
の
文
章
か
ら
は
、
当

時
に
お
い
て
は
、｢

預
ケ
金｣
は
預
け
主
に
、
貸
金
は
借
主
側
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
る
行
為
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
預
か
り

主
の
預
け
主
に
対
す
る
義
務
と
借
り
主
の
貸
し
主
に
対
す
る
義
務
の
相
違
の
理
由
は
当
該
行
為
の
発
端
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
天
災
や
盗
難
に
際
し
て
、｢

預
り
品｣

は
弁
償
の
義
務
が
無
い
と
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、｢

借
品｣

の
場
合
は

そ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
弁
償
義
務
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
違
い
か
ら
、｢

預

ケ
金｣

と
貸
金
事
件
で
は

｢

裁
判
法｣

が
異
な
り
、
対
応
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
習
慣
も
あ
る
た
め
、
司
法
省
案
に

基
づ
い
た
布
告
を
定
め
て
お
く
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
七
年
太
政
官
二
七
号
布
告
は

｢

預
ケ
金｣

な
ら
び
に

｢

貸
金｣

に
関
す

る
規
則
を
整
え
る
迄
の
一
時
的
な
対
応
と
し
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

同
布
告
に
つ
い
て
林
氏
は
、
明
治
政
府
お
よ
び
司
法
省
が

｢
預
ケ
金｣

を
裁
判
上
、
手
厚
く
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
た
理
由
と
し
て
壬
申
十
月
入
間
裁
判
所
伺
な
ら
び
に
明
治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
を
挙
げ
、
頼
り
に
な
る
親
類
縁
者
に
恵
ま
れ

な
い
者
が
他
人
の
雇
い
と
な
り
、
稼
い
だ
雇
賃
を
貯
め
る
た
め
に
そ
の
賃
銭
を
富
裕
な
家
に
預
け
た
り
、
ま
た
は
年
季
奉
公
人
が
そ
の

給
金
を
雇
い
主
に
預
け
た
り
、
老
人
婦
女
子
な
ど
が
後
年
の
為
に
親
類
宅
な
ど
に
預
け
る
と
い
っ
た
、
自
分
の
家
で
貯
蓄
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
懇
親
の
人
に
金
穀
を
預
け
た
場
合
の
よ
う
な

｢

預
ケ
金｣

は
必
ず
預
け
た
人
に
返
還
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

論 説
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た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
林
氏
は
、
明
治
政
府
が
保
護
し
よ
う
と
し
て
い
た

｢

預
ケ
金｣

な
ら
び
に
預
ケ
主
は
、
他
に
自
ら

の
貯
蓄
し
た
金
銭
を
貯
え
る
と
こ
ろ
を
持
た
な
い
人
々
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
金
銭
債
権
よ
り
も
無
償
寄
託
が
裁
判
上

手
厚
く
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
念
は
、
江
戸
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
経
済
的
弱
者
の

保
護
と
い
う
明
治
政
府
の
政
策
か
ら
も
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

(

�)

確
か
に
５
の
伺
書
の
文
章
を
読
む
限
り
に
お
い
て
は
、

林
氏
の
主
張
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
明
治
政
府
が
当
初

｢

預
ケ
金｣

を
保
護
し
よ
う
と
し
た
理
由
と
し
て
林
氏
が
例

示
し
た
伺
指
令
な
ら
び
に
太
政
官
第
二
七
号
布
告
等
か
ら
は
、
実
際
に
は
ど
れ
ほ
ど
の
割
合
で
、
政
府
が
想
定
し
た
よ
う
な
社
会
的
弱

者
に
よ
る

｢

預
ケ
金｣
が
生
じ
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
く
、
例
え
ば
取
引
が
盛
ん
な
地
域
を
管
轄
に
持
つ
大
阪
裁
判
所
が
取
り
扱

っ
た
事
件
を
管
見
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
政
府
が
意
図
し
て
い
た
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱
者
に
よ
る

｢

預
ケ
金｣

事
件
は
ま
ず

見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
林
氏
が
挙
げ
た
壬
申
十
月
入
間
裁
判
所
伺
な
ら
び
に
明
治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
に
見
い
だ
す
こ
と
が

出
来
る
事
例
の
普
遍
性
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
三
章
で
行
っ
た
よ
う
な
民
事
判
決
原
本
の
検
討
を
通
じ
た
研
究
の
さ
ら
な
る
蓄
積
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

６

小
田
県
伺

(

�)

①
本

(

明
治
七)

年
第
二
七
号
で
示
さ
れ
た
、
預
金
穀
は
其
証
書
中
に

｢

封
印
ノ
儘
預
リ
置｣

あ
る
い
は

｢

預
リ
中
融
通
使
用｣

を
行

わ
な
い
旨
の
明
文
が
な
い
分
は
、
出
訴
し
て
も
、
本
年
五
月
一
日
以
後
は
、
貸
金
同
様
に
裁
判
致
す
べ
き
と
の
公
布
は
、
四
月
三
〇

日
ま
で
に
訴
状
を
受
け
取
っ
た
分
と
言
っ
て
も
、
五
月
一
日
以
後
の
裁
判
に
か
か
る
も
の
は
全
て
第
二
七
号
に
従
っ
て
裁
判
す
る
べ

き
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

②

｢

封
印
ノ
儘
預
リ
置｣

｢

預
リ
中
融
通
使
用｣

を
行
わ
な
い
旨
の
明
文
が
無
く
、
貸
金
同
様
の
裁
判
を
行
う
予
定
の
事
件
で
あ
っ
て

も
、
預
金
穀
の
名
義
で
あ
っ
た
場
合
は
、
華
士
族
に
つ
い
て
は
己
巳
六
月
二
五
日
前
後
、
平
民
に
つ
い
て
は
丁
卯
一
二
月
三
〇
日
前

明治初期における ｢預ケ金｣
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後
の
区
別
は
無
い
も
の
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

③
預
金
穀
で
、
融
通
の
た
め
預
り
置
く
と
い
う
明
文
が
あ
る
証
書
を
も
っ
て
出
訴
す
る
者
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
預
金
穀
の
名
義
で
あ
っ

て
も
、
既
に
融
通
を
許
す
と
い
う
明
文
が
あ
る
の
で
、
利
足
礼
金
の
有
無
を
問
わ
ず
、
最
早
預
金
穀
を
以
て
論
ず
べ
き
者
で
は
な
い

で
あ
る
か
ら
、
丁
卯
一
二
月
三
〇
日
前
に
か
か
る
も
の
は
、
裁
判
に
及
ば
な
い
の
か
。

④
預
金
穀
あ
る
い
は
売
掛
代
金
の
返
済
が
滞
っ
た
末
、
丁
卯
一
二
月
三
〇
日
以
前
に
年
賦
、
ま
た
は
出
精

(

出
世)

次
第
払
う
と
い
う

旨
の
証
書
に
改
め
た
分
は
、
無
利
息
で
あ
っ
て
も
、
貸
金
穀
と
見
な
し
裁
判
に
は
及
ば
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
小
田
県
の
伺
い
に
対
し
、
司
法
省
は
、
①
か
ら
③
に
対
し
て
は
、
伺
い
の
通
り
と
指
令
を
下
し
、
④
に
対
し
て
は
、
貸
金
穀

の
証
書
に
改
め
た
分
は
伺
い
の
通
り
で
あ
る
が
、
預
金
穀
あ
る
い
は
売
掛
代
の
名
目
で
年
賦
ま
た
は
延
払
の
証
書
に
改
め
た
も
の
は
丁

卯
以
前
の
分
も
裁
判
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
指
令
し
て
い
る
。

明
治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
に
よ
っ
て
預
金
穀
の
規
定
が
厳
格
化
し
、
預
金
穀
は
証
文
中
に

｢

封
印
ノ
儘
預
リ
置｣

｢

預
リ
中

融
通
使
用｣

を
行
わ
な
い
と
い
う
明
文
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
の
文
言
を
欠
い
た
場
合
は
、
明
治
七
年
五
月
一
日
以
後
は
貸
金

同
様
の
裁
判
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
貸
金
同
様
の
裁
判
と
い
う
の
は
つ
ま
り
訴
訟
期
限
が
儲
け
ら
れ
て
お
り
、
平
民
に
関
し
て

は

｢

丁
卯
十
二
月
三
十
日
前｣

の
事
件
は
受
理
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
布
告
を
小
田
県
が
知
り
得
た
の
は
布
告
直
後
の
三

月
中
か
、
そ
れ
と
も
翌
月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
な
の
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
布
告
を
知
っ
て
か
ら
比
較
的
早
い

時
期
に
同
布
告
の
趣
旨
を
確
認
す
る
こ
の
伺
が
司
法
省
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
同
布
告
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た

預
金
穀
の
要
件
を
欠
く
訴
訟
へ
の
対
応
は
、
明
治
七
年
五
月
一
日
以
後
の
裁
判
か
ら
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
訴
訟
を
受
理
し
た
時
期
で

は
無
い
事

(

①)

、
預
金
穀
の
要
件
を
欠
く
預
金
穀
名
目
の
訴
訟

(

＝
貸
金
同
様
の
処
分
を
行
う
事
に
な
っ
た
訴
訟)

に
関
し
て
は
、

明
治
五
年
太
政
官
第
三
〇
〇
号
・
三
一
七
号
布
告
で
規
定
さ
れ
て
い
た
華
士
族
並
び
に
平
民
に
対
す
る
訴
訟
期
限
の
区
別
が
適
用
さ
れ
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な
い
事
、
さ
ら
に
証
文
中
に

｢

融
通
ノ
為
メ
預
リ
置｣

と
い
う
文
言
が
あ
る
場
合
は
、
預
金
穀
の
名
目
で
あ
っ
て
も
貸
金
同
様
の
対
応

を
行
う
事

(

③)

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
預
金
穀
ま
た
は
売
掛
代
金
に
関
し
て

｢

丁
卯
十
二
月
三
十
日｣

以
前
に
証
書
を
書
き

換
え
た
場
合
は
、
貸
金
穀
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

７

新
潟
県
伺

(

�)

明
治
七
年
第
二
七
号
太
政
官
布
告
は
預
金
穀
に
関
す
る
布
告
で
あ
っ
た
。
そ
の

｢

穀｣

に
関
連
し
て
、
炭
薪
酒
醤
油
桑
苗
の
類
を
預

け
る
場
合
も
、
同
布
告
に
鑑
み
て
、
封
印
の
儘
預
け
お
く
、
あ
る
い
は
融
通
使
用
を
し
な
い
と
い
う
明
文
が
な
い
場
合
は
、
貸
金
同
様

の
裁
判
を
す
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
伺
で
あ
る
。
同
伺
に
対
し
て
は
第
二
七
号
太
政
官
布
告
は
金
穀
限
定
で
あ
り
、
穀
類
で
あ

っ
て
も
そ
れ
以
外
の
も
の
に
は
適
用
し
な
い
旨
述
べ
て
い
る
。

８

岩
手
県
伺

(

�)

伺
の
趣
旨
は
壬
申

(

明
治
五
年)

司
法
省
第
四
一
号
布
達
第
二
条
に
預
ケ
金
穀
は
利
息
礼
金
の
有
無
に
よ
っ
て
裁
判
出
訴
に
関
す
る

差
違
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
同
布
達
以
前
の
金
穀
貸
借
で
も
無
利
息
の
も
の
は
預
ケ
金
同
様
に
裁
判
を
行
う
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。｢

預
ケ
金｣

事
件
の
対
応
を
、
利
息
礼
金
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
貸
金
事
件
の
対
応
に
お
い

て
も
利
息
礼
金
の
有
無
に
よ
っ
て
区
別
し
、
利
息
礼
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
貸
金
事
件
の
場
合
は
、｢

預
ケ
金｣

同
様
に
裁
判
に
取

り
上
げ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
抱
く
こ
と
は
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
こ
の
伺
に
対
す
る
指
令
は
、
無
利
息
で

あ
っ
て
も
貸
借
の
名
目
が
あ
る
金
穀
類
は
裁
判
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
当
時
の
司
法
省
の
意
向

が
、｢

預
ケ
金｣

事
件
の
区
分
を
行
い
、
利
息
礼
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

｢

預
ケ
金｣

に
限
定
し
て
一
定
の
保
護
を
考
え
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

以
上
、
明
治
六
年
か
ら
八
年
に
わ
た
る
１
〜
８
の
伺
指
令
並
び
に
司
法
裁
判
所
言
渡
の
内
容
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
検
討
を
通

明治初期における ｢預ケ金｣
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じ
て
以
下
の
三
点
が
判
明
す
る
。

ま
ず
、
５
の
伺
書
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
明
治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
に
お
い
て
裁
判
に
取
り
上
げ
る
べ
き
預
ケ
金
の
定
義
を

証
文
中
に

｢

封
印
ノ
儘
預
リ
置｣

、｢

預
リ
中
融
通
使
用
ヲ
為
サ
ヽ
ル｣

の
明
文
が
あ
る
こ
と
と
規
定
し
た
背
景
と
し
て
、
預
金
穀
関
連

事
件
に
お
い
て
名
実
の
相
違
が
あ
り
、
訴
訟
上
問
題
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
事
。
ま
た
、
人
々
が
預
ケ
金
を
行
う
理
由
は
、

｢

自
家
ニ
儲
蓄
ス
ル
ヲ
懸
念
ニ
存
候
処
ヨ
リ
懇
信
ノ
人
ヲ
撰
ヒ
之
ヲ
寄
托
シ
テ
其
保
護
ヲ
乞
フ｣

と
し
、
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
金
穀

を
預
か
っ
た
者
は
、
預
け
た
者
の
信
頼
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
受
託
者
が
預
金
穀
を
費
消
し
た
場
合
は
罪
を
問
う
べ
き
だ
と
述

べ
な
が
ら
も
、
受
託
者
が
預
金
穀
を
費
消
し
て
し
ま
う
行
為
の
背
景
に
は
、
従
来
の
慣
習
上
の
問
題
、
す
な
わ
ち
一
度
寄
託
者
が
金
穀

を
受
託
者
に
預
け
た
以
上
は
、
期
限
中
に
受
託
者
が
当
該
預
金
穀
を
ど
の
よ
う
に
扱
お
う
と
も
、
寄
託
者
が
そ
れ
を
抑
制
す
る
こ
と
は

無
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
寄
託
者
の
行
為
は
、
受
託
者
に
よ
る
預
金
穀
の
使
用
を
黙
許
し
た
も
の
で
あ
る
為
、
預
金
穀
の
費

消
に
つ
い
て
は
、
一
方
的
に
受
託
者
に
責
を
帰
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
預
金
穀
の
受
託
者
側
の

問
題
を
是
正
す
る
た
め
に
も
、
新
た
に
預
金
穀
に
関
す
る
定
義
を
行
っ
た
事
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
１
及
び
８
の
伺
指
令
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
裁
判
実
務
側
で
は
、
利
息
・
礼
金
を
受
け
取
ら
な
い

｢

預
ケ
金｣

事
件
と
、
同

様
の
貸
金
事
件
を
同
一
視
し
た
者
も
存
在
し
て
い
た
。
確
か
に
、
利
息
・
礼
金
を
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
要
件
に
注
目
し
た
場
合
は

｢

預
ケ
金｣

で
あ
ろ
う
と
貸
金
で
あ
ろ
う
と
同
一
の
扱
い
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
事
は
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

両
伺
に
対
す
る
指
令
は
い
ず
れ
も
無
利
息
で
あ
っ
て
も
貸
借
の
名
目
が
あ
る
金
穀
類
は
裁
判
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
司
法
省
側
は
あ
く
ま
で

｢

預
ケ
金｣

の
中
で
の
区
分
に
拘
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
し
て
第
三
点
と
し
て
、
裁
判
の
場
に
お
い
て
は
、
明
治
五
年
司
法
省
第
四
一
号
布
達
以
降
は
利
息
・
礼
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

｢

預
ケ
金｣

、
そ
し
て
明
治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
以
降
は
そ
の
証
書
中
に

｢
封
印
ノ
儘
預
リ
置｣

、
あ
る
い
は

｢

預
リ
中
融
通
使

論 説
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用
ヲ
為
サ
ヽ
ル｣

の
明
文
が
あ
る

｢

預
ケ
金｣

と
、
そ
れ
以
外
の

｢

預
ケ
金｣

、
或
い
は
貸
金
と
の
区
別
が
厳
密
に
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
判
明
す
る
。
確
か
に
、
司
法
省
第
四
一
号
布
達
、
太
政
官
第
二
七
号
布
告
の
規
定
は
、｢

預
ケ
金｣

の
規
定
を
厳
格
化
す
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の

｢

預
ケ
金｣

を
完
全
に
否
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
単
に
貸
金
同
様
の
取
り
扱
い

を
行
う

(
＝
慶
応
三
年
一
二
月
晦
日
以
前
に
関
す
る
訴
訟
は
裁
判
と
し
て
受
理
し
な
い
こ
と
、
ま
た
は
明
治
六
年
一
一
月
太
政
官
第
三

六
二
号
布
告
で
規
定
さ
れ
た
出
訴
期
限
規
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と)
(

�)

を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『

司
法
省
日
誌』

か

ら
は
司
法
省
が

｢
預
ケ
金｣

を
、
利
息
・
礼
金
の
有
無
ま
た
は
証
文
中
に
お
け
る

｢

封
印
ノ
儘
預
リ
置｣

く
、｢

預
リ
中
融
通
使
用
ヲ

為
サ
ヽ
ル｣

の
明
文
の
有
無
に
よ
っ
て
徐
々
に
貸
金
と
同
様
の
取
り
扱
い
を
行
お
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
、
そ
も
そ
も
人
々
が
ど
の
よ

う
な
基
準
で

｢

預
ケ
金｣

と
貸
金
を
選
択
し
て
い
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

(

�)

こ
の
様
な
疑
問
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
為
に
は
当

時
の
民
事
判
決
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、｢

預
ケ
金｣

事
件
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
目
的
か
ら
、

次
章
に
お
い
て
大
阪
裁
判
所
担
当
事
件
に
お
け
る

｢

預
ケ
金｣

事
件
例
の
検
討
を
行
う
。

三

大
阪
裁
判
所
判
決
に
お
け
る

｢

預
ケ
金｣

一
八
八
〇
年
ま
で
に
大
阪
裁
判
所
が
取
り
扱
っ
た

｢
預
ケ
金｣

、
お
よ
び

｢

預
ケ
品｣

事
件
は
一
一
八
件
で
あ
り
、
そ
の
一
覧
を
次

の
表
に
ま
と
め
た
。

明治初期における ｢預ケ金｣

預
ケ
金

(

銀)

六
五

内
、
預
ケ
金
＋
身
代
限

一
件

預
ケ
金
＋
貸
金

一
件

そ
の
他
、｢

預
ケ
敷
金
砂
糖
切
手
取
戻
ノ
詞
訟｣

一
件
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｢

預
ケ
金｣

・｢

預
ケ
品｣

事
件
の
タ
イ
ト
ル
の
多
く
は

｢

預
け
た｣

行
為
に
対
応
す
る
た
め
か
、｢

取
戻｣

の
詞
訟
と
な
っ
て
い
る

が
、｢

預
ケ
金

(

銀)｣

の
場
合
は
、
そ
れ
以
外
に

｢
取
戻｣

(

四
三
件)

の
他
、｢

催
促｣

(

一
三)

、｢

延
滞｣

(

八)

、｢

請
求｣

(

一)

の
文
言
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
・
第
二
章
で
検
討
し
た
様
に
、｢

預
ケ
金｣

の
裁
判
上
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
規
定
に
置
い

て
は
、｢

預
金
穀｣

と
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、｢

預
ケ
金｣
と

｢

預
ケ
穀
類｣

(

第
二
章

７
で
採
り
上
げ
た
新
潟
県
の
預
金
穀
の

｢

穀｣

の
内
容
に
関
す
る
伺
に
対
し
て
は
第
二
七
号
太
政
官
布
告
は
金
穀
限
定
で
あ
り
、
穀
類
で
あ
っ
て
も
そ
れ
以
外
の
も
の
に
は
適

用
し
な
い
旨
の
指
令
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
た
な
ら
ば
、
や
は
り
特
に
米
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。)

で
あ
る
が
、

対
象
期
の
大
阪
裁
判
所
判
決
に
お
け
る

｢

預
ケ
米｣

事
例
は
二
件
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

｢

預
ケ
品｣

に
関
す
る
訴
訟
件
数
が
四
九

件
存
在
し
て
い
た
が
、｢

預
ケ
金｣

と

｢

預
ケ
品｣

と
は
全
く
別
個
の
事
件
な
の
か
、
あ
る
い
は
類
似
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

論 説

預
ケ
金
＋
預
品

二

預
ケ
米

二

預
ケ
品

四
九

内
、
預
ケ
品

二
五
件

証
書
・
証
券

六
件

土
地
関
係

二
件

(｢

預
地
取
戻
之
詞
訟｣

｢

預
ケ
建
家
並
物
品
取
戻
ノ

詞
訟｣)

道
具

三
件

(

道
具
・
道
具
並
ニ
夜
具
衣
類)

そ
の
他

一
三
件

(

船
・
生
蝋
・
材
木
・
樅
板
・
縮
緬
・
繰
綿
・
菜
種

・
種
油
・
寒
天
・
小
豆
・
牛
皮
・
牛
・
製
茶
荷
物)
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つ
い
て
も
、
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。｢

預
ケ
金｣

な
ら
び
に

｢

預
ケ
品｣

事
件
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
明
治
初
期
に
お
け

る
｢

預
ケ
金｣

事
件
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
大
阪
裁
判
所
が
担
当
し
た
当
該
事
件
全
て
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
が
、
本
稿
執
筆
段
階
に
お
い
て
は
そ
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
大
阪
裁
判
所
担
当
事
件
に
お
け
る

｢

預
ケ
金｣

な

い
し

｢
預
ケ
金｣

並
び
に

｢

預
ケ
品｣

事
件
全
体
を
検
討
す
る
こ
と
は
次
の
機
会
に
委
ね
た
い
。
従
っ
て
以
下
で
は
、
現
時
点
で
検
討

済
み
の
事
件
か
ら
八
事
例
を
挙
げ
、
多
少
の
分
析
を
加
え
て
い
る
。

(

�)

１

預
ケ
金
か
貸
金
な
の
か
が
当
事
者
で
争
わ
れ
た
事
例

Ⅰ

大
阪
裁
判
所

1
8

7
6

年
(

民)
1

7
1

5
4

号

(

�)

原
告
は
、
明
治
八
年
七
月
四
日
被
告
へ
金
二
〇
〇
円
を
預
け
、
証
文
雛
形
を
差
し
出
し
、｢

融
通
使
用
不
致
入
用
ノ
節
ハ
何
時
ニ
テ

モ
返
却
致
ス
可
キ｣

旨
記
載
さ
せ
た
が
｢

尋
常
ノ
預
金｣

で
あ
り
、
被
告
が
申
し
立
て
る
よ
う
に
月
賦
あ
る
い
は
年
賦
払
い
は
承
諾
で

き
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
は
証
書
面
は
預
金
と
記
載
し
て
は
い
る
が
、
実
際
は
借
用
金
で
あ
り
、
利
息
を
渡
し
て
い

る
。
借
用
し
た
以
上
、
直
ち
に
皆
済
す
る
べ
き
な
の
だ
が
、
現
在
自
分
は
外
の
債
主
の
た
め
に
身
代
限
で
弁
済
を
行
い
、
未
だ
身
代
を

持
ち
直
し
て
い
な
い
の
で
、
一
ヶ
月
一
円
の
割
合
で
漸
次
債
還
さ
せ
て
貰
い
た
い
と
申
し
立
て
た
。
判
決
は
、
①
書
面
に

｢

使
用
ヲ
許

サ
ヾ
ル
預
金｣

と
記
載
し
て
い
る
も
の
の
、
原
被
告
の
主
張
か
ら
普
通
の
預
ケ
金
で
あ
る
。
②
被
告
は
月
賦
で
償
還
し
た
い
と
申
し
立

て
て
い
る
が
、
書
面
で

｢

何
時
ニ
テ
返
却
ス
可
キ｣

旨
約
束
し
た
以
上
は
、
月
賦
に
よ
る
返
済
を
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
従
っ

て
、
身
代
限
を
以
て
償
却
す
べ
き
と
し
た
。
こ
の
判
決
が
出
さ
れ
た
の
は
明
治
九
年
一
二
月
一
二
日
だ
が
、
こ
の
段
階
お
け
る

｢

預
ケ

金｣

に
は

｢

融
通
使
用｣

を
し
な
い
こ
と
を
証
書
面
に
記
載
し
て
い
る
も
の

(

＝
明
治
七
年
太
政
官
第
二
七
号
布
告
に
お
い
て
新
た
に

限
定
化
さ
れ
た

｢

預
ケ
金｣)

、
そ
う
い
う
記
載
が
な
い

｢

預
ケ
金｣

(

＝
同
二
七
号
布
告
に
よ
っ
て
貸
金
同
様
の
取
り
扱
い
を
受
け
る

様
に
な
っ
た

｢

預
ケ
金｣)

の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
被
告
が
、｢
預
ケ
金｣

と
記
載
し
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際

明治初期における ｢預ケ金｣
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は
借
用
金
で
あ
り
、
実
際
に
は
利
息
を
渡
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
明
治
九
年
段
階
に
お
い
て
も
人
々
は
必
ず
し
も

政
府
の
意
向
に
沿
う
よ
う
な
貸
金
と

｢

預
ケ
金｣

の
厳
格
な
区
別
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

Ⅱ

大
阪
裁
判
所

1
8

7
6

年

(

民)
1

6
4

1
8

号

原
告
は
嘉
永
七
年
一
〇
月
二
七
日
に
一
〇
円
を
被
告
へ
預
け
、
証
書
を
取
り
置
い
た
。
被
告
は
当
該
預
金
は
借
用
金
で
あ
り
、
月
々

の
利
金
は
原
告
の
養
母
に
渡
し
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

｢

預
ケ
金｣

で
あ
り
、
利
金
を
受
け
取
る
理
由
は
な
い
と
し
て
、
利

金
で
は
な
く
、
証
書
に
あ
る
金
額
の
返
還
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
被
告
は
、
同
年
一
〇
月
二
五
日
に
原
告
の
養
母
か
ら
一
〇
円
を

無
期
限
で
借
り
受
け
た
。
そ
の
証
書
が
同
年
一
〇
月
二
七
日
の
原
告
宛
預
証
書
で
あ
る
。
同
年
一
一
月
か
ら
受
取
書
は
取
り
置
か
れ
な

く
な
っ
た
が
、
被
告
は
毎
月
利
金
一
八
銭
五
厘
を
養
母
へ
渡
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
実
質
的
に
は

｢

預
金｣

で
は
な
く
、｢

借
用｣

で

あ
っ
た
。
以
上
の
理
由
か
ら
、｢
丁
卯
前
ニ
係
ル
ヲ
以
相
対
済
方｣

を
行
う
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
判
決
は
被
告
の
抗
弁
に
証
拠
が
無

い
こ
と
か
ら
、
原
告
が
請
求
す
る
金
額
を
被
告
は
返
還
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
被
告

の
主
張
に

｢

丁
卯
前
ニ
係
ル
ヲ
以
相
済
方｣
の
文
言
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
貸
金
の
場
合
は
、
丁
卯
前
に
係
る
事
件
は
裁
判
所
が
受
理

し
な
い
と
す
る
明
治
五
年
司
法
省
第
四
一
号
布
達
が
出
さ
れ
た
後
で
あ
り
、
被
告
は
そ
の
布
達
を
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い

は
原
告
も
実
質
的
に
は
貸
金
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
、
先
述
の
布
達
に
よ
っ
て
債
権
が
回
収
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
憂
慮
し
、

証
書
通
り
に

｢

預
ケ
金｣

で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
た
め
に
利
子
を
貰
う
理
由
が
な
い
と
述
べ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
こ
の
事
例
は
、
布
達
の
民
間
へ
の
浸
透
度
合
い
を
知
る
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
区
別
は
厳
格
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
。

論 説
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２

同
一
訴
訟
内
に
お
い
て
貸
金
と
預
ケ
金
の
二
つ
の
事
件
が
取
り
扱
わ
れ
た
事
例

Ⅲ

大
阪
裁
判
所

1
8

7
5

年

(

民)
2

2
4

5
5

号

原
告
が
被
告
に
預
ケ
金
と
貸
し
付
け
を
行
っ
た
。
被
告
が
支
払
い
猶
予
を
願
い
出
た
の
だ
が
、
原
告
は
支
払
い
を
猶
予
し
た
の
は
貸

金
に
関
し
て
だ
け
で
あ
る
と
主
張
し
、
預
ケ
金
に
つ
い
て
返
金
を
求
め
た
事
件
。
判
決
で
は
支
払
い
を
猶
予
し
た
の
は
貸
金
と
預
ケ
金

の
両
方
で
あ
り
、
原
告
の
主
張
を
却
下
し
た
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
被
告
は
、
一
八
二
円
を
借
用
す
る
際
に
、
五
七
円
は
預
り
証
書
を
、

一
二
五
円
に
つ
い
て
は
借
用
証
書
を
作
成
し
た
の
で
あ
り
、
当
該
預
ケ
金
の
性
質
は
借
用
金
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
貸
金
な
ら
び
に
預
ケ

金
と
も
利
子
附
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
借
用
金
を
貸
金
と

｢

預
ケ
金｣

に
分
け
て
証
書
を
作
成
す

る
も
の
の
、
利
子
等
に
つ
い
て
は
同
様
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い
る
事
例
か
ら
は
、
当
時
の
人
々
が
貸
金
と

｢

預
ケ
金｣

の
区
別
を
厳

格
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
当
時
の
人
々
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

Ⅳ

大
阪
裁
判
所

1
8

7
6

年

(

民)
1

7
0

0
5

号

原
告
か
ら
被
告
に
対
す
る
預
ケ
金
一
二
五
円
及
び
貸
金
三
二
円
七
〇
銭
、
合
計
一
五
七
円
七
〇
銭
を
請
求
す
る
訴
訟
に
関
し
て
、
被

告
が
弁
済
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
申
し
立
て
た
た
め
、
身
代
限
に
よ
る
済
方
が
申
し
つ
け
ら
れ
た
事
件
。｢

預
ケ
金｣

、
貸
金
と
、

厳
密
に
考
え
る
な
ら
ば
別
個
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
な
の
だ
が
、｢

合
計｣

と
あ
る
よ
う
に
合
算
さ
れ
、
身
代
限
で
弁
済
す
べ

き
と
の
判
決
を
受
け
て
い
る
。

３

そ
の
他
の

｢

預
ケ
金｣

事
例

Ⅴ

大
阪
裁
判
所

1
8

7
6

年

(

民)
1

1
2

1
8

号

(

売
買
代
金
残
高
と
し
て
の

｢

預
ケ
金｣

事
件)

(

�)

回
船
一
艘
を
六
五
〇
円
で
売
り
払
っ
た
際
、
そ
の
場
で
三
〇
〇
円
を
受
け
取
り
、
残
金
三
五
〇
円
は

｢

預
置
タ
ル
証
書｣

を
作
成
し
、

そ
の
ま
ま
買
い
主
に
預
け
た

(｢

預
ケ
金｣)

。
後
に
そ
れ
が
船
の
売
買
の
際
の
残
金
な
の
か
、
船
頭
と
し
て
雇
っ
た
際
の
身
元
金
な
の

明治初期における ｢預ケ金｣



(阪大法学) 56 (1 128) 128 [2006.5]

か
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
証
文
中
に
は

｢

船
代｣

と
あ
り
、｢

身
元
金｣

と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
裁
判
所
は
残
金
だ
と

判
断
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
に
お
い
て
、
回
船
の
売
買
を
行
っ
た
当
事
者
が
残
金
を

｢

預
ケ
金｣

と
し
た
理
由
は
、
林
氏
が
指
摘
し
た

よ
う
に
、
出
訴
期
限
と
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅵ

大
阪
裁
判
所

1
8

7
6

年

0
7

7
4

9

号

0
7

7
5

0

号

(

先
代
の

｢

預
ケ
金｣

を
め
ぐ
る
事
件)

(

�)

林
氏
は

｢
預
ケ
金｣

規
制
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
か
な
り
以
前
の
事
件
を
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
不
都
合
を
指
摘
し
た
が
、
こ

の
事
件
で
は
、
互
い
の
先
代
間
で
行
わ
れ
た

｢

預
ケ
銀｣

が
争
わ
れ
た
。
判
決
で
は
、
問
題
の

｢

預
ケ
銀｣

は

｢

利
子
ノ
契
約｣

が
無

く
、｢

何
時
ニ
テ
モ
可
致
返
済｣

と
記
載
さ
れ
て
い
る
事
、
ま
た
、｢

預
ケ
品｣

は
全
て

｢

費
用
ヲ
許
サ
ス
シ
テ
寄
托｣

し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
現
品
は
直
ち
に
追
還
す
べ
き
と
し
な
が
ら
も
、
当
時
現
物
を
授
受
し
た
本
人
が
共
に
死
去
し
て
お
り
、
物
品
は
存
在
し
て
い

な
い
事
、
更
に
被
告
は
先
代
の
当
該
行
為
に
つ
い
て
受
け
継
い
で
い
な
い
と
申
し
立
て
て
お
り
、
被
告
自
ら
が
そ
の
財
産
を
費
用
し
た

わ
け
で
は
な
い
事
か
ら
、
責
任
を
負
う
の
は
被
告
の
先
代
で
あ
っ
て
被
告
自
身
で
は
な
い
の
で
、
原
告
の
被
告
に
対
す
る
請
求
は
成
立

し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
先
代
や
そ
れ
以
前
の
祖
先
が
行
っ
た

｢

預
ケ
品｣

・｢

預
ケ
金｣

に
関
連
し
た
取
り
戻
し
請
求
を
突
如
行
わ
れ

た
被
告
側
は
、
当
該
行
為
に
関
す
る
証
書
の

｢

姓
名
印
形｣

等
は
認
め
な
が
ら
も
、
金
品
を
預
か
っ
て
い
る
事
は
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、

困
惑
を
し
て
い
る
事
は
被
告
の
主
張
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
事
件
の
様
に
、
裁
判
官
は
過
去
の

｢

預
ケ
金｣

事
件
に

関
し
て
は
妥
当
な
判
決
を
下
し
て
お
り
、
実
際
に

｢

預
ケ
品｣
・｢
預
ケ
金｣

を
返
還
す
べ
し
と
の
判
決
が
ど
の
程
度
下
さ
れ
た
の
か
は

定
か
で
は
な
い
。
尚
、
本
件
の
被
告
は
祖
先
に
関
す
る

｢

預
ケ
品｣
取
り
戻
し
の
訴
訟
を
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
も
行
っ
て
い
る
が
、

(

�)

そ
の
訴
訟
に
お
い
て
も
、
判
決
で
は
証
書
中
の
印
形
は
被
告
先
代
の
も
の
と
認
め
な
が
ら
も
、
物
品
が
現
存
せ
ず
、
古
帳
簿
に
も
記
載

が
な
か
っ
た
事
、
ま
た
、
原
告
の
先
代
が
被
告
の
祖
先
に
対
し
て
多
く
の
負
債
を
抱
え
て
い
た
事
、
当
該
証
書
が
偶
然
に
発
見
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
原
告
自
身
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
全
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
事
か
ら
、
原
告
の
被
告
に
対
す
る

｢

物
品
取
戻
シ
ノ
権

論 説
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利｣

を
認
め
な
か
っ
た
。

４
｢

預
ケ
金｣

と

｢

預
ケ
品｣

Ⅶ

大
阪
裁
判
所

1
8

7
6

年

1
1

2
5

7

号

(

�)
金
銭
を
預
け
る
行
為
と
、
品
物
を
預
け
る
行
為
は
、
一
見
、
異
な
っ
た
行
為
だ
と
見
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
実
際
に
は

｢

預

ケ
品｣

は
貸
金
を
回
収
す
る
た
め
の
一
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
貸
金
訴
訟
に
近
い

｢

預
ケ
金｣

と
ほ
ぼ
同
一
の
要
求
の
た
め

に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
例
と
し
て
、
原
告
が
被
告
か
ら
道
具
五
点
を
代
金
二
五
円
で
買
い
取
り
、
即
時
に
被
告
へ
代
金
を
預
け
、
同
人
に
預
証
書
を
作
成

さ
せ
て
受
け
取
っ
た
事
件

(
Ⅶ)
が
あ
る
。
訴
訟
銘
は

｢

預
ケ
品
取
戻
之
訴｣

で
あ
り
、
原
告
は
預
ケ
品
の
返
還
を
要
求
し
て
い
る
。

し
か
し
、
原
告
の
留
守
中
に
、
生
活
に
困
窮
し
た
家
人
が
預
ケ
品
で
あ
る
道
具
を
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
も
そ
も
当
時
の
二
五
円
に
該
当
す
る
よ
う
な
道
具
五
点
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
か
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
事
件
に
お
け
る

｢

預

ケ
品｣

の
背
景
に
は
金
銭
貸
借
に
似
た
存
在
が
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
訴
訟
に
お
い
て
は
、
原
告
が
被
告
に
道
具
を
預

け
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
道
具
の

｢
真｣
の
所
有
者
が
被
告
で
あ
り
、
原
告
が
被
告
の
借
金
弁
済
の
担
保
と
し
て
、
道
具

五
点
を

｢

預
ケ
品｣

と
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
件
は
被
告
が
原
告
に
二
五
円
を
渡
す
所
か
ら
始
ま
る
。

そ
の
際
、
被
告
が
二
五
円
を
返
す
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
原
告
が
被
告
が
所
持
す
る
道
具
を
買
い
、
そ
の
道
具
は
被
告
の
手
元
に
置

い
た
ま
ま
、
代
金
二
五
円
を
被
告
が
用
意
出
来
た
段
階
で
、
二
五
円
を
渡
し
、
同
時
に
道
具
を
返
し
て
貰
う
と
い
う
合
意
が
為
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、｢
預
ケ
品｣

と
言
っ
て
も
、
実
際
は
二
五
円
を
徴
収
す
る
た

め
の
一
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
た
だ
、
何
故
に
こ
の
よ
う
な
煩
雑
な
方
法
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
の
か
は
、
こ
の
事
件
に
お
い
て

も
不
明
で
あ
る
。
当
時

(

明
治
九
年)

で
は
未
だ
に
貸
金
事
件
よ
り
も
預
ケ
金
、
預
ケ
品
事
件
の
方
が
歓
迎
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

明治初期における ｢預ケ金｣
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Ⅷ

大
阪
裁
判
所

1
8

7
5

年

(

民)
3

5
7

1
6

号

原
告
が
金
銭
を
貸
し
渡
し
た
際
、
返
済
の
保
証
と
し
て
、｢

預
ケ
茶｣

証
書
を
添
え
た
。
そ
の
後
、
被
告
が
金
銭
を
返
そ
う
と
し
な

い
の
で
、
証
書
に
基
づ
き

｢

預
ケ
茶｣

の
返
戻
を
要
求
し
て
訴
訟
定
期
を
行
っ
た
の
だ
が
、
原
被
告
の
主
張
か
ら
実
際
に
は
預
け
ら
れ

た
茶
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
事
件
で
あ
る
。
原
告
は
被
告
に
金
五
七
〇
円
を
貸
渡
し
た
際
、
取
り
置
い
た
添
証
書
に
、
茶
五

〇
〇
〇
斤
を
預
け
た
。
大
阪
到
着
三
日
以
内
に
、
五
七
〇
円
を
償
却
し
な
い
場
合
は
、
預
か
っ
た
茶
を
引
き
渡
す
こ
と
を
記
載
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
大
阪
に
到
着
し
て
四
日
が
過
ぎ
て
も
償
却
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
被
告
の
依
頼
に
応
じ
て
償
却
期
限
を
延
期
し
た
も
の
の
、

償
却
の
目
途
が
な
い
の
で
、
約
定
通
り
預
ケ
茶
の
返
却
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
被
告
は
、
本
事
件
に
お
け
る

｢

預
茶｣

と
は

｢

当

時
現
物
ヲ
預
カ
リ
シ
訳
ニ
無
之
唯
タ
借
金
五
百
七
拾
円
ヲ
返
却
致
ス
マ
テ
ノ
保
証
ト
シ
テ
預
証
書
差
入
置
タ
ル
迄｣

で
あ
る
と
主
張
し

た
。
す
な
わ
ち
、
本
件

｢

預
ケ
茶｣
証
書
は
、
実
際
に
茶
を
預
か
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
借
用
金
を
返
却
す
る
た
め
の
保
証

と
し
て
作
成
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
判
決
で
は
、
原
告
が
主
張
す
る

｢

預
ケ
茶｣

証
書
は
、
そ
の
証
書
本
文
か
ら
借

用
金
の
副
証
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
従
っ
て
、
原
告
は
借
用
金
の
償
却
を
請
求
す
る
こ
と
を
せ
ず
に
預
ケ
品
を
取
り
戻
す
事
は

出
来
な
い
と
し
て
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
件
の
場
合
、
貸
金
の
際
、｢

預
ケ
品｣

証
書
を
作
成
す
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
貸
金
証
書
に
預
け
証
書
を
副
証
書
と
し
て
作
成
す
る
形
式
は
い
つ
頃
ま
で
残
る
の
か
と
い
う
疑

問
が
残
る
。

お

わ

り

に

第
一
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
明
治
初
期
の
段
階
に
お
い
て
政
府
は
金
銭
貸
借
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
棄
捐
令
的
指
令
を
出
す
と
と

も
に
、
貸
金
訴
訟
の
出
訴
期
限
を
定
め
、
華
士
族
卒
に
関
し
て
は
明
治
二
年
版
籍
奉
還
、
平
民
に
関
し
て
は
明
治
元
年
一
月
一
日
よ
り

論 説
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前

(

＝
慶
応
三
年
一
二
月
晦
日
以
前)

に
行
わ
れ
た
貸
金
貸
借
に
関
す
る
訴
訟
は
受
理
し
な
い
と
い
う
布
告
を
出
し
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
金
銭
貸
借
に
対
す
る
出
訴
期
限
を
定
め
る
一
方
で
、｢

預
ケ
金｣

に
対
し
て
は
直
接
的
に
は
期
限
を
設
定
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

裁
判
で
採
り
上
げ
る
べ
き

｢

預
ケ
金｣

の
要
件
を
厳
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
徐
々
に

｢

預
ケ
金｣

を
貸
金
と
同
様
の
裁
判
上
の
取
り

扱
い
を
行
お
う
と
し
た
。
そ
れ
が
明
治
五
年
司
法
省
達
第
四
一
号
な
ら
び
に
明
治
七
年
太
政
官
布
告
第
二
七
号
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
政
府
の
新
た
な
対
応
を
受
け
て
、
裁
判
実
務
家
達
は
第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
な
、
実
際
に
発
生
し
た
事
件
に
関
す
る
伺
指
令
を
通

じ
て
当
該
規
定
を
理
解
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
第
三
章
で
紹
介
し
た
事
例
か
ら
は
、
実
際
の
裁
判
に
お
い
て
は
当
時
の
人
々
が

自
分
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
形
で
貸
金
と

｢

預
ケ
金｣

を
使
い
分
け
た
り
、｢

預
ケ
品｣

と
い
う
名
目
で
貸
金
行
為
を
行
っ
て
い
た
り

し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
後
者
の
一
般
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に

｢

預
ケ
金｣

を
受
け
止
め
、
利
用
し
て
い
っ
た
か
を
解
明
す

る
こ
と
は
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
た
い
。

(

１)

本
稿
で
取
り
扱
っ
た
布
告
な
ら
び
に
布
達
に
お
い
て
は
、
貸
金
・｢

預
ケ
金｣

は
、｢

貸
金
穀｣

・｢

預
金
穀｣

と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
貸
金
、｢

預
ケ
金｣

と
し
た
。

(

２)

林
真
貴
子

｢

明
治
初
期
の
預
ケ
金
に
つ
い
て

民
事
裁
判
に
お
け
る
訴
訟
銘
の
検
討｣

(『

近
畿
大
学
法
学』

第
四
八
巻
第
三
・
四
号
、

二
〇
〇
〇
年
、
八
九
〜
一
一
八
頁)

。

(

３)

金
田
平
一
郎

｢

徳
川
時
代
の
特
別
民
事
訴
訟
法

金
公
事
の
研
究

｣
(

１)
(『

国
家
学
会
雑
誌』

四
二
巻
一
一
号
、
一
九
二
八

年)

は
、
利
子
附
預
ケ
金
が
利
子
附
借
金
の
異
名
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
実
際
に
は
借
金
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

｢

預
ケ
金｣

と
読
み
替
え
ら
れ
て
い
た
理
由
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

(

４)

日
本
法
制
史
特
殊
研
究
に
お
い
て
は
中
尾
敏
充
先
生
な
ら
び
に
博
士
後
期
課
程
在
学
中
の
小
野
博
司
氏
よ
り
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

(

５)

林
前
掲
論
文
九
一
〜
九
三
頁
。

(

６)

明
治
初
期
に
棄
捐
令
な
ら
び
に
相
対
済
令
が
発
布
さ
れ
た
主
た
る
理
由
は
、
変
革
期
に
お
け
る
臨
時
措
置
で
あ
る
と
石
井
良
助
氏
は
指

明治初期における ｢預ケ金｣
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摘
し
て
い
る
。『

明
治
文
化
史

第
２
巻

法
制』

(

原
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
五
八
〇
頁)

。

(

７)

明
治
五
年
一
〇
月
七
日
太
政
官
第
三
〇
〇
号
布
告
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

一

華
士
族
卒
ヘ
掛
リ
候
金
穀
貸
借
ハ
明
治
二
年
巳
六
月
郡
県
ノ
制

被
仰
出
候
以
前
ノ
分
ハ
裁
判
ニ
不
及
候
事

一

静
岡
及
ヒ
仙
台
会
津
其
外
再
立
ノ
藩
々
再
立
以
前
ノ
金
穀
貸
借
ハ
裁
判
ニ
不
及
候
事

一

自
今
貴
賤
上
下
一
般
ノ
人
民
互
ニ
期
ヲ
約
シ
テ
金
銀
貸
借
シ
如
シ
期
ニ
及
テ
不
返
時
内
証
�
催
促
ヲ
ナ
ス
ト
雖
ト
モ
期
月
後
満

五
年
ニ
至
ル
迄
一
度
モ
訴
出
サ
ル
者
ハ
裁
判
ニ
不
及
候
事

但
当
七
月
以
前
ノ
貸
借
ノ
分
ハ
此
限
ニ
非
ス

一

従
前
今
後
共
家
禄
ヲ
引
当
ニ
致
シ
候
金
銀
貸
借
ノ
儀
ハ
一
切
裁
判
ニ
不
及
候
事

第
三
〇
〇
号
布
告
は
華
士
族
に
対
し
て
は
明
治
二
年
六
月
以
前
の
金
銭
貸
借
、
静
岡
・
仙
台
・
会
津
等
の
藩
に
対
し
て
は
藩
が
再
立
以
前

の
金
銭
貸
借
、
そ
の
他
、
金
銭
貸
借
の
期
日
後
五
年
以
内
に
訴
え
出
な
か
っ
た
場
合
、
そ
し
て
家
禄
を
抵
当
に
入
れ
た
場
合
の
金
銭
貸
借
は

全
て
裁
判
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
定
め
た
。

ま
た
、
同
年
一
〇
月
二
二
日
太
政
官
布
告
三
一
七
号
は
、｢

平
民
相
互
ノ
金
穀
貸
借
慶
応
三
年
丁
卯
十
二
月
晦
日
以
前
ニ
係
ル
者
ハ
一
般

裁
判
ニ
不
及
明
治
元
年
戊
辰
正
月
元
日
以
後
ノ
分
ハ
裁
判
ニ
及
候
事｣

、
つ
ま
り
、
華
士
族
以
外
の
一
般
平
民
に
お
け
る
金
銭
貸
借
に
関
し

て
は
、
慶
応
三
年
十
二
月
晦
日
以
前
と
以
後
に
分
け
、
十
二
月
晦
日
以
前
の
も
の
は
裁
判
に
取
り
上
げ
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

そ
の
後
明
治
六
年
一
一
月
五
日
太
政
官
第
三
六
二
号
布
告
に
よ
っ
て
、
明
治
七
年
一
月
一
日
以
後
に
な
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の

債
権
の
種
類
に
よ
っ
て
六
ヶ
月
・
一
年
・
五
年
の
三
種
の
出
訴
期
限
が
定
め
ら
れ
た
。
石
井
良
助
氏
は
、
江
戸
時
代
に
は
出
訴
期
限
の
制
が

あ
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
一
八
四
三

(

天
保
一
四)
年
に
は
売
掛
に
つ
い
て
一
〇
年
以
上
の
滞
の
訴
を
取
り
上
げ
な
い
こ
と
と
し
た
例
を

挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
六
年
太
政
官
布
告
第
三
六
二
号
に
つ
い
て
は
、｢

出
訴
期
限
が
す
ぎ
去
っ
て
も
出
訴
し
な
い
者
は
自
今
契
約
を

取
消
し
た
も
の
と
み
な
し
、
受
取
る
べ
き
者
は
受
取
る
べ
き
権
利
を
失
い
、
引
渡
す
べ
き
者
は
引
渡
す
べ
き
義
務
を
免
か
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
訴
権
の
消
滅
で
は
な
く
し
て
、
実
定
法
上
の
権
利
の
消
滅
を
来
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
指
摘
し
て
い
る

(

前
掲
註

６

『

明
治
文
化
史

第
２
巻

法
制』

五
八
二
頁)

。

(

８)

林
氏
は
明
治
一
〇
年
太
政
官
第
一
二
号
布
告
の
制
定
に
つ
い
て
、
預
り
主
が
す
で
に
死
亡
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
融
通
使
用
し
な
い

旨
の
明
文
あ
る
証
文
に
よ
る
訴
え
の
場
合
に
は
、
相
続
人
を
断
獄
課
へ
廻
す
こ
と
は
し
な
い
も
の
の
、
相
続
人
が
預
り
金
を
返
す
べ
き
で
あ

論 説
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る
と
考
え
て
い
た
司
法
省
と
、
被
告
が
全
く
関
知
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
古
い
証
文
に
よ
っ
て
、
巨
額
の
償
還
を
申
し
渡
さ
れ
る
の
は
不

当
で
あ
る
と
の
見
解
を
し
め
し
た
法
制
局

太
政
官
の
意
見
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る

(

前
掲
林
論
文
九
六
・
九
七
頁)

が
、
こ
の
よ
う

な
古
い

｢

預
ケ
金｣

訴
訟
の
一
例
と
し
て
本
稿
第
三
章
Ⅵ
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
９)

『

司
法
省
日
誌』

は
、
明
治
六
年
一
月
か
ら
九
年
五
月
ま
で
、
三
年
半
に
渉
っ
て
刊
行
さ
れ
た

(

全
六
六
号)

。
そ
の
内
容
は
、
太
政
官

布
告
、
司
法
省
布
達
、
司
法
省
人
事
、
民
事
・
刑
事
に
係
わ
る
主
要
な
伺
・
指
令
、
他
の
官
衙
と
の
交
換
文
書
で
あ
り
、
刊
行
の
主
た
る
目

的
は
、
各

｢
伺
・
指
令｣

の
内
容
を
明
示
し
、
そ
れ
を
各
方
面
へ
伝
達
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、『

司
法
省
日
誌』

は
、
当
時
の

｢

司
法
部｣
の
活
動
状
況
を
知
る
上
で
、
最
も
重
要
な
基
礎
資
料
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
刑
事
裁
判
に
関
し
て
で
あ
る
が
、『

司
法
省

日
誌』

の
役
割
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
霞
信
彦

｢｢

司
法
省
日
誌｣

考

第
一
期
刊
行
分
を
素
材
と
し
て｣

(『

法
学
政
治
学
論
究』

第
四
号
、
一
九
九
〇
年)
、
同

｢｢

司
法
省
日
誌｣

記
事
を
め
ぐ
る
一
試
論｣

(『

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部

法
律
学
科
開
設
百
年
記
念
論
文
集

法
律
学
科
篇』

、
一
九
九
〇
年)

が
あ
る
。

(

�)
｢

預
ケ
金｣

に
関
す
る
伺
・
指
令
は
、
明
治
五
年
か
ら
七
年
に
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
降
は
金
銭
訴
訟
に
関
す
る
伺
・

指
令
の
多
数
は
訴
訟
期
限
に
関
す
る
も
の
と
な
り
、
預
ケ
金
そ
の
も
の
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(

�)
『

司
法
省
日
誌
一』

五
頁
以
下
。
壬
申
一
一
月
二
三
日
付
の
伺
。
指
令
は
翌
年
の
一
月
七
日
。

(

�)
『

司
法
省
日
誌
一』

九
七
頁
以
下
。
壬
申
一
一
月
一
九
日
付
の
伺
。

(

�)
『

司
法
省
日
誌
一』

六
二
四
頁
以
下
。
壬
申
一
一
月
付
の
伺
。

一

華
士
族
卒
ヘ
相
掛
候
金
穀
貸
借
云
々
御
布
告
ニ
関
シ
候
訴
状
取
揚
ノ
可
否
左
之
通

(

中
略)

第
三
条

預
ケ
金
穀
ト
雖
貸
金
同
様
取
揚
申
間
敷
哉

一

平
民
相
互
ノ
金
穀
貸
借
取
上
有
無
御
布
告
ニ
係
シ
候
訴
状
取
上
可
否
左
之
通

(

中
略)

第
一
条

無
利
足
預
米
金
ト
雖
モ
取
上
申
間
敷
哉

(

�)
『

司
法
省
日
誌
四』

一
四
五
頁
以
下
。
明
治
六
年
一
二
月
一
二
日
。

(

�)
『

司
法
省
日
誌
六』

二
四
・
二
五
頁
。
明
治
七
年
三
月
四
日
。

預
金
穀
間
ニ
名
実
差
謬
ノ
者
有
之
聴
訟
上
関
係
不
尠
儀
ニ
付
明
瞭
区
別
ヲ
定
メ
サ
レ
ハ
不
相
済
抑
人
民
所
有
ノ
金
穀
ヲ
人
ニ
寄
托
ス
ル

者
ハ
必
ス
自
家
ニ
儲
蓄
ス
ル
ヲ
懸
念
ニ
存
候
処
ヨ
リ
懇
信
ノ
人
ヲ
撰
ヒ
之
ヲ
寄
托
シ
テ
其
保
護
ヲ
乞
フ
者
ナ
レ
ハ
苟
モ
托
ヲ
受
ル
者
ハ

明治初期における ｢預ケ金｣
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必
ス
鄭
重
保
護
ヲ
尽
ス
ヘ
シ
若
シ
誤
テ
其
期
限
ノ
中
ハ
自
分
所
有
一
般
ニ
心
得
融
通
ノ
為
メ
右
寄
物
ヲ
交
換
費
用
セ
ハ
費
用
受
寄
財
産

ノ
律
ニ
依
テ
之
ヲ
論
ス
ル
ニ
モ
至
ル
可
ケ
レ
ト
モ
此
素
ヨ
リ
受
主
ノ
過
ト
言
ト
雖
モ
抑
寄
主
初
約
ヲ
謹
シ
マ
サ
ル
ニ
ア
リ
何
ト
ナ
レ
ハ

此
迄
ノ
慣
習
預
金
穀
ノ
名
目
ニ
テ
モ
其
期
限
中
受
主
何
様
融
通
使
用
ス
ル
ト
モ
寄
主
曽
テ
抑
制
ス
ル
ノ
事
ナ
シ
此
ノ
如
キ
ハ
使
用
ヲ
黙

許
セ
シ
者
ナ
リ
已
ニ
使
用
ヲ
黙
許
セ
シ
上
ハ
得
失
互
ニ
生
ス
ル
ハ
不
得
止
ノ
勢
ニ
シ
テ
偏
ニ
責
ヲ
受
主
ニ
帰
ス
ヘ
カ
ラ
ス
依
之
向
後
預

金
穀
ハ
寄
托
期
限
ノ
中
ト
雖
モ
融
通
ヲ
不
許
契
約
証
書
ア
ル
者
ノ
ミ
預
金
穀
ト
シ
其
契
約
書
無
之
分
ハ
一
般
貸
金
穀
同
様
ニ
見
做
シ
候

方
時
情
ニ
適
シ
可
申
候
間
別
紙
略之
ノ
振
合
ヲ
以
テ
御
布
告
相
成
候
様
致
シ
度
見
込
ニ
有
之
候
依
テ
為
御
参
酌
此
段
相
伺
候
也

(

�)
『

公
文
録』
司
法
省
之
部
明
治
七
年
三
月

(

国
立
公
文
書
館

2
A

-9)

、｢

預
金
穀
ノ
儀
ニ
付
伺｣

。

(

�)

林
前
掲
論
文
一
〇
三
〜
一
〇
六
頁
。

(

�)
『

司
法
省
日
誌
七』
三
四
九
頁
以
下
。
明
治
七
年
六
月
二
九
日
。

(

�)
『

司
法
省
日
誌
九』
一
五
三
・
一
五
四
頁
。
明
治
七
年
六
月
一
八
日
。

(

�)
『

司
法
省
日
誌
一
〇』

五
五
七
頁
以
下
。
明
治
七
年
九
月
三
〇
日
付
伺
。

(

�)

手
附
金
、
商
人
間
の
売
掛
金
は
六
ヶ
月
、
期
限
を
定
め
た
貸
附
米
金
及
び
利
息
が
あ
る
場
合
は
そ
の
利
息
、
ま
た
は
期
限
を
定
め
た
預

米
金
及
び
利
息
が
あ
る
場
合
は
そ
の
利
息
に
つ
い
て
は
五
年
な
ど
。

(

�)

実
態
は
貸
金
ま
た
は
売
掛
代
金
で
あ
る
場
合
に
も
、
当
事
者
が
証
文
の
名
目
に

｢

預
ケ
金｣

を
用
い
た
理
由
、
つ
ま
り
紛
争
当
事
者
に

よ
る

｢

預
ケ
金｣

選
好
の
理
由
に
つ
い
て
、
林
氏
は
、
明
治
初
期
に
は
売
掛
代
金
の
滞
り
も

｢

預
ケ
金｣

と
し
て
、
当
事
者
間
で
約
定
を
取

り
交
わ
し
て
い
た
事
件
に
関
す
る
小
田
県
の
伺
を
挙
げ
、
売
掛
代
金
の
滞
り
に
関
し
て
預
金
証
書
を
作
成
し
た
理
由
と
し
て
、
以
下
の
三
点

を
挙
げ
て
い
る

(

前
掲
論
文
九
九
〜
一
〇
二
頁)

。

①
出
訴
期
限
。
明
治
六
年
太
政
官
第
三
六
二
号
布
告

(

出
訴
期
限)

と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
売
掛
代
金
と
し
て
証
書
を
作
成

し
た
場
合
は
、
出
訴
期
限
は
六
ヶ
月
ま
た
は
一
年
で
あ
る
が
、
返
還
期
限
を
定
め
て
い
な
い

｢

預
ケ
金｣

と
し
て
証
書
を
作
成
し
た
場
合

は
、
同
出
訴
期
限
規
則
第
四
条
の
適
用
対
象
と
な
る
の
で
、｢

出
訴
ノ
日｣

が
期
限
と
な
り
、
時
効
に
よ
る
訴
権
制
限
の
虞
が
な
い
。

②
弁
済
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
。
貸
金
で
あ
れ
ば
分
割
弁
済
が
認
め
ら
れ
る
が
、
預
り
金
で
あ
れ
ば
一
括
返
済
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
返

還
で
き
な
い
場
合
は
た
だ
ち
に
身
代
限
へ
移
行
す
る
。
さ
ら
に
預
ケ
主
は
被
告
が
身
代
限
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
財
産
か
ら

｢

先
取

ノ
権｣

を
得
て
い
た
。
従
っ
て
、
利
息
礼
金
を
得
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
か
っ
た
場
合
は
、
証
文
名
目
を
貸
金
で
は
な
く
預
ケ
金
と
す
る

論 説
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こ
と
に
債
権
回
収
に
際
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。

③
刑
事
処
分
の
可
能
性
。
預
ケ
金
を
費
消
し
、
返
還
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
刑
事
処
分
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
が
預
り
主
に
対
す
る
預
ケ
金

返
済
の
心
理
的
担
保
と
な
る
。

以
上
の
理
由
の
中
で
、
返
済
方
法

(

分
割
あ
る
い
は
身
代
限
に
よ
る
返
済)

に
関
連
し
た
預
ケ
金
事
件
例
と
し
て
本
稿
第
三
章
Ⅰ
の
事
件

が
あ
る
。

(

�)

紙
枚
の
都
合
か
ら
、
取
り
上
げ
た
八
事
例
全
て
の
判
決
の
全
文
を
紹
介
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
特
に
興
味
深
い
と
考
え
た
箇

所
を
中
心
に
以
下
の
脚
註
で
紹
介
す
る
。

(

�)

其
方
共
詞
訟
遂
審
問
処

原
告
於
テ
ハ
明
治
八
年
七
月
四
日
商
用
ニ
テ
大
坂
ヘ
罷
出
シ
節
都
合
有
之
金
弐
百
円
被
告
□
□
□
□
ヘ
相
預
ケ
シ
上
証
書
ノ
雛
形
差
出
シ

速
チ
別
紙
証
書
ノ
通
融
通
使
用
不
致
入
用
ノ
節
ハ
何
時
ニ
テ
モ
返
却
致
ス
可
キ
旨
記
載
致
セ
シ
カ
ト
モ
其
実
尋
常
ノ
預
金
タ
ル
ハ
固
ヨ
リ

相
違
之
レ
ナ
シ
然
レ
ト
モ
被
告
申
立
ノ
如
ク
月
賦
又
ハ
年
賦
ノ
如
キ
払
方
ハ
一
切
承
致
シ
難
キ
ニ
付
一
時
皆
済
ノ
裁
判
ヲ
受
度
旨
申
立
リ

被
告
於
テ
ハ
証
書
面
預
金
ナ
ル
旨
記
載
ス
ト
雖
ト
モ
其
実
尋
常
ノ
借
用
金
ニ
シ
テ
原
告
方
ヘ
利
息
相
渡
セ
シ
義
モ
有
之
タ
リ
去
リ
ナ
ガ
ラ

借
用
致
セ
シ
ハ
素
ヨ
リ
相
違
無
之
ニ
付
速
ニ
皆
済
ス
可
キ
ナ
レ
ト
モ
嘗
ツ
テ
外
債
主
ノ
為
メ
身
代
限
差
出
セ
シ
後
未
タ
身
代
持
直
シ
申
サ
ヽ

ル
ヲ
以
テ
一
ヶ
月
壱
円
ノ
割
合
ニ
以
テ
漸
次
償
還
致
度
旨
答
出
タ
リ

仍
テ
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

第
一
条

証
書
面
使
用
ヲ
許
サ
ヽ
ル
預
金
ナ
ル
旨
記
載
ス
ル
ト
雖
其
実
尋
常
の
預
金
ナ
ル
ハ
原
被
告
口
供
ニ
依
テ
判
然
タ
レ
ハ
之
□
尋
常

ノ
預
ケ
金
ト
ス

第
二
条

被
告
於
テ
ハ
月
賦
ヲ
以
テ
償
還
致
度
旨
申
立
ル
ト
雖
証
書
面
何
時
ニ
テ
返
却
ス
可
キ
旨
ヲ
約
セ
シ
上
ハ
月
賦
ヲ
以
済
方
致
ス
可

キ
ト
ノ
申
分
相
立
サ
ル
ニ
付
身
代
限
ヲ
以
償
却
可
致
事

(

�)

其
方
共
詞
訟
遂
審
問
処

原
告
ハ
引
合
人
□
□
□
□
□
ヱ
回
船
一
艘
抵
当
ニ
テ
金
四
百
五
十
円
貸
渡
有
之
処
□
□
□
ヨ
リ
右
船
被
告
□
□
□
□
ヱ
売
渡
其
残
金
三
百

五
十
円
□
□
ヱ
預
置
タ
ル
証
書
ヲ
以
テ
済
方
致
シ
度
旨
頼
談
ニ
依
リ
右
証
書
譲
受
□
□
ヱ
返
済
ノ
儀
及
掛
合
処
□
□
□
ト
廻
船
入
費
ノ
差

引
勘
定
有
之
趣
ニ
テ
返
金
不
致
尤
□
□
□
ヨ
リ
□
□
ヱ
差
出
シ
タ
ル
計
算
書
ニ
金
百
七
十
円
九
十
九
銭
□
□
□
借
辻
ト
有
之
ニ
付
右
金
額

明治初期における ｢預ケ金｣
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ナ
レ
ハ
相
殺
可
致
ノ
処
被
告
於
テ
右
計
算
書
ハ
不
相
当
ノ
勘
定
書
ナ
ル
旨
ヲ
以
テ
□
□
□
ト
紙
議
ヲ
生
ス
ル
上
ハ
素
ヨ
リ
別
廉
ノ
預
金
ト

相
殺
難
致
又
被
告
於
テ
□
□
□
ノ
身
元
金
ニ
預
リ
タ
ル
旨
申
立
ル
モ
証
書
中
其
明
文
モ
無
之
ニ
付
譲
受
証
書
ノ
通
速
ニ
全
額
三
百
五
十
円

返
済
受
度
旨
申
立
タ
リ

被
告
ハ
□
□
□
□
□
ヨ
リ
廻
船
一
艘
代
金
六
百
五
十
円
ニ
テ
買
取
当
金
三
百
円
相
渡
残
金
三
百
五
十
円
ハ
更
ニ
□
□
□
ヲ
相
雇
所
持
ノ
□

□
丸
廻
船
相
任
セ
其
身
元
金
ト
シ
テ
預
リ
証
書
相
渡
置
処
廻
船
方
損
失
相
立
ニ
付
明
治
八
年
十
二
月
中
暇
差
遣
シ
回
船
中
ノ
勘
定
書
差
出

サ
セ
遂
清
算
処
右
身
元
金
ト
指
引
金
三
十
八
円
余
□
□
□
ヨ
リ
可
受
取
決
等
ニ
付
其
旨
掛
合
中
無
沙
汰
ニ
帰
国
致
シ
却
テ
右
預
証
書
原
告

□
□
□
□
ヱ
譲
渡
シ
タ
ル
由
ニ
テ
返
済
ノ
儀
掛
合
受
ク
レ
ト
モ
前
顕
ノ
事
情
ニ
付
原
告
ヱ
対
シ
済
方
致
シ

引
合
人
□
□
□
□
□
ハ
所
持
ノ
□
□
丸
廻
船
一
艘
□
□
ヱ
代
金
六
百
五
十
円
テ
売
渡
残
金
三
百
五
十
円
同
人
エ
預
置
ニ
付
原
告
ヘ
譲
リ
渡

シ
タ
リ
然
ル
ニ
□
□
於
テ
ハ
身
元
金
ニ
預
リ
タ
ル
旨
申
立
ル
ナ
レ
共
身
元
金
ニ
無
之
且
廻
船
計
算
書
ハ
素
ヨ
リ
同
人
承
諾
ノ
上
相
渡
シ
タ

ル
儀
ニ
付
今
更
異
存
可
申
立
筈
無
之
旨
陳
述
セ
リ

依
テ
判
決
ス
ル
左
ノ
如
シ

被
告
於
テ
原
告
請
求
ス
ル
金
三
百
五
十
円
ハ
証
書
譲
主
□
□
□
□
□
ヲ
廻
船
々
頭
ニ
相
雇
フ
節
身
元
金
ニ
預
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
付
廻
船
入
費

ト
相
殺
致
シ
度
旨
申
立
ル
ト
雖
モ
該
証
書
但
書
ニ
船
代
ト
記
載
シ
身
元
金
タ
ル
ノ
明
文
無
之
況
ヤ
無
証
拠
ノ
計
算
ノ
当
否
ヲ
争
フ
未
定
ノ

勘
定
書
ヲ
以
テ
既
ニ
権
利
ノ
移
リ
タ
ル
証
書
ヘ
対
シ
相
殺
ヲ
要
ム
ル
ノ
條
理
無
之
ニ
付
右
申
分
難
相
立
依
テ
原
告
請
求
ス
ル
金
額
被
告
□

□
ヨ
リ
弁
償
可
致
事

(

�)

其
方
共
訴
訟
遂
審
理
所

原
告
代
人
□
□
□
□
□
訴
フ
ル
主
意
ハ
甲
第
壱
号
ヨ
リ
第
三
号
迄
ノ
証
書
ノ
通
原
告
□
□
□
□
先
代
□
□
屋
□
□
□
□
ヨ
リ
被
告
□
□
□

□
□
□
江
享
和
元
酉

(

欠
落)

明
載
シ
何
レ
モ
費
用
ヲ
許
サ
ス
預
ケ
置
キ
タ
ル
モ
ノ
ニ
付
取
残
証
書
ノ
確
証
無
之
上
ハ
乙
第
二
号
以
下
期

満
免
除
ヲ
得
タ
ル
借
用
金
ト
相
殺
ス
ヘ
キ
条
理
無
之
尤
乙
第
一
号
証
書
ハ
甲
号
証
書
ト
同
質
ノ
預
リ
銀
ニ
付
差
引
計
算
ノ
上
其
残
額
並
ニ

甲
第
三
号
証
書
ノ
預
ケ
物
品
ハ
現
存
セ
サ
ル
趣
ニ
付
当
時
の
価
格
ヲ
評
定
シ
其
代
金
一
同
速
ニ
償
却
受
度
旨
申
立
タ
リ

被
告
答
フ
ル
要
旨
ハ
原
告
請
求
ス
ル
預
リ
銀
並
物
品
共
先
代
ヨ
リ
方
言
ノ
申
伝
ハ
勿
論
帳
簿
ニ
モ
記
載
セ
ス
却
テ
被
告
ニ
於
テ
ハ
天
保
年

間
ヨ
リ
乙
第
一
号
以
下
証
書
ノ
通
リ
原
告
先
代
□
□
屋
□
□
□
□
負
債
ノ
為
メ
絶
家
セ
シ
ヨ
リ
返
済
ヲ
促
ス
ヘ
キ
道
無
之
不
得
止
数
年
経

過
シ
タ
リ
然
ル
ニ
今
般
突
然
原
告
ヨ
リ
出
訴
及
ヒ
タ
レ
ト
モ
実
際
財
産
ヲ
預
ケ
置
ナ
ラ
バ
前
顕
負
債
ノ
為
メ
脱
籍
ノ
場
合
ニ
至
リ
其
侭
閣

論 説
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ク
ヘ
キ
理
由
無
之
全
ク
取
残
シ
証
書
ニ
付
原
告
ニ
対
シ
尽
ス
ヘ
キ
義
務
無
之
旨
申
立
タ
リ
依
テ
判
決
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ

第
壱
條

被
告
ニ
於
テ
原
告
□
□
□
□
先
代
□
□
屋
□
□
□
□
ハ
既
ニ
絶
家
シ
且
乙
号
証
書
所
持
ス
ル
ヲ
以
テ
甲
号
証
書
ハ
全
ク
取
残
シ
証
書
タ
ル

旨
主
張
ス
ル
ト
雖
ト
モ
原
告
ニ
於
テ
否
ラ
ス
ト
ナ
ス
上
ハ
啻
ニ
想
像
迄
ニ
シ
テ
確
証
無
之
ニ
付
右
申
分
ハ
相
立
カ
タ
シ

第
二
條

原
告
請
求
ス
ル
甲
第
一
号
二
号
証
書
ノ
預
ケ
銀
ハ
利
子
ノ
契
約
モ
無
之
入
用
ノ
節
ハ
何
時
ニ
テ
モ
可
致
返
済
旨
ヲ
記
載
シ
其
文
意
ト
原
告

ノ
陳
述
ス
ル
処
ニ
ヨ
レ
ハ
甲
第
三
号
預
ケ
品
一
同
何
レ
モ
費
用
ヲ
許
サ
ス
シ
テ
寄
托
セ
シ
財
物
ナ
レ
ハ
其
現
品
ハ
直
チ
ニ
追
還
セ
シ
ム
ヘ

キ
モ
ノ
ト
ス

第
三
條

然
リ
ト
雖
ト
モ
当
時
現
物
ヲ
授
受
セ
シ
本
人
ハ
共
ニ
死
去
シ
物
品
亦
存
在
セ
ス
被
告
ハ
之
レ
ヲ
受
継
サ
ル
旨
申
立
ル
上
ハ
被
告
□
□
□
□

自
カ
ラ
其
財
産
ヲ
費
用
セ
シ
モ
ノ
ニ
非
ス
故
ニ
其
責
ヲ
負
ヒ
其
義
務
ヲ
尽
ス
ヘ
キ
ハ
先
代
□
□
□
□
ニ
止
リ
現
今
ノ
□
□
□
□
□
ニ
及
ホ

ス
コ
ト
ヲ
得
ス

第
四
條

前
條
々
ノ
筋
合
ナ
ル
ヲ
以
テ
被
告
ニ
対
シ
預
ケ
銀
並
物
品
償
還
受
度
ト
ノ
原
告
ノ
情
願
不
相
立
事

(

�)

大
坂
裁
判
所

1
8

7
5

年

(

民)
3

8
1

5
0

号

｢
預
ケ
品
取
戻
シ
ノ
出
訴｣

。

(

�)

其
方
共
一
件
遂
審
理
処

原
告
ニ
於
テ
ハ
明
治
八
年
八
月
十
七
日
被
告
□
□
□
□
□
ヨ
リ
道
具
類
五
点
代
金
廿
五
円
ニ
テ
買
取
リ
即
時
相
預
ケ
□
□
□
ノ
預
リ
証
書

受
取
リ
置
キ
明
治
八
年
九
月
ニ
至
リ
其
品
入
用
ニ
付
□
□
□
他
行
中
家
族
ノ
母
□
□
並
ニ
□
□
両
人
迄
縷
々
催
促
ヲ
ナ
シ
明
治
九
年
五
月

□
□
□
帰
宅
セ
シ
ヲ
以
テ
明
治
九
年
五
月
十
八
日
出
訴
ニ
及
ヒ
原
被
告
審
問
之
際
其
預
ケ
品
ハ
壱
品
モ
存
在
セ
ザ
ル
旨
□
□
□
申
立
ニ
因

リ
刑
事
ノ
処
分
ニ
付
ス
ル
ニ
付
追
テ
沙
汰
ヲ
待
ツ
ヘ
ク
旨
達
セ
シ
処
其
後
刑
事
ノ
課
ヨ
リ
ハ
言
渡
モ
□
□
ヲ
喚
出
シ
吟
味
□
之
明
治
九
年

九
月
十
五
日
ニ
至
リ
民
事
課
ヨ
リ
喚
出
シ
出
頭
之
節
刑
事
課
ニ
テ
モ
呼
込
ミ
該
件
ニ
付
口
達
ア
リ
シ
故
其
達
之
項
第
書
キ
下
ケ
ヲ
請
ヒ
シ

処
元
来
□
□
ヨ
リ
求
弁
セ
シ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
□
□
ニ
対
シ
書
下
ケ
ヲ
ナ
ス
ノ
所
以
之
レ
ナ
シ
ト
申
渡
サ
レ
其
後
民
事
課
ニ
於
テ

審
問
中
右
預
ケ
品
ハ
□
□
□
他
行
中
同
人
母
□
□
義
他
人
ヨ
リ
預
リ
タ
ル
事
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
外
方
ヘ
売
払
ヒ
タ
リ
始
末
ハ
刑
事
ニ
於
テ
吟

明治初期における ｢預ケ金｣
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味
之
末
罪
ノ
問
フ
ヘ
キ
ナ
シ
ト
相
成
リ
シ
旨
申
渡
ス
ト
雖
モ
□
□
ヘ
対
シ
刑
事
課
ヨ
リ
宣
告
ナ
キ
ヲ
以
テ
預
ケ
品
消
滅
セ
シ
理
由
了
解
シ

ガ
タ
ク
故
ニ
被
告
□
□
□
申
立
ノ
如
ク
元
代
金
ハ
一
切
請
求
セ
ザ
ル
ニ
付
預
ケ
品
不
残
速
ニ
受
取
度
旨
申
立
タ
リ

被
告
ニ
於
テ
ハ
明
治
八
年
八
月
十
七
日
原
告
□
□
□
□
ヘ
金
廿
五
円
可
相
渡
筈
ノ
所
其
際
金
調
難
出
来
ニ
付
従
来
所
持
ノ
道
具
類
五
点
金

廿
五
円
ニ
テ
□
□
ヘ
売
渡
シ
追
テ
金
調
出
来
候
節
ハ
買
戻
シ
ノ
約
ヲ
以
テ
今
度
原
告
ヨ
リ
出
訴
シ
タ
ル
道
具
五
点
ノ
預
リ
証
相
渡
置
キ
其

後
商
用
ニ
付
明
治
八
年
八
月
廿
四
日
高
智
県
下
高
□
及
ヒ
福
岡
県
下
後
島
表
ヘ
旅
行
当
明
治
九
年
五
月
十
三
日
帰
阪
際
之
所
明
治
九
年
五

月
十
八
日
原
告
□
□
ヨ
リ
出
訴
ニ
及
フ
双
方
審
問
之
上
証
書
面
ニ
依
リ
預
リ
品
可
相
渡
之
所
□
□
□
旅
行
中
母
□
□
義
五
点
ノ
道
具
ハ
兼

テ
□
□
ヘ
売
渡
シ
更
ニ
預
リ
ノ
契
約
ア
ル
ヲ
不
知
且
ツ
日
々
ノ
活
計
ニ
差
迫
リ
明
治
八
年
十
二
月
ヨ
リ
明
治
九
年
三
月
迄
右
道
具
不
残
他

人
ヘ
売
払
ヒ
其
代
金
ヲ
以
テ
糊
口
致
セ
シ
始
末
ハ
刑
事
ニ
於
テ
吟
味
之
末
明
治
九
年
七
月
十
九
日
他
人
ヨ
リ
預
リ
置
ク
物
品
ヲ
売
払
フ
ト

雖
モ
素
ヨ
リ
預
リ
品
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ザ
レ
ハ
罪
ノ
問
フ
ヘ
キ
ナ
シ
ト
申
渡
サ
レ
此
上
ハ
元
代
金
ヲ
以
テ
一
時
償
却
致
度
候
得
共
何
分
金
調
難

出
来
ニ
付
身
代
限
ヲ
以
テ
済
方
致
度
旨
申
立
タ
リ

依
テ
裁
判
ス
ル
左
ノ
如
シ

原
告
□
□
□
□
ヨ
リ
被
告
□
□
□
□
□
ヘ
預
ケ
タ
ル
道
具
義
ハ
預
リ
品
タ
ル
ヲ
知
ラ
ス
シ
テ
他
人
ヘ
売
払
ヒ
其
代
金
ヲ
以
テ
糊
口
ニ
充
テ

現
品
存
在
セ
ザ
ル
始
末
既
ニ
刑
法
ニ
於
テ
理
□
セ
シ
上
ハ
現
品
ヲ
請
求
ス
ル
ノ
理
由
此
ナ
ク
其
代
金
要
償
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
原
告
之

素
願
不
相
立
候
事

な
お
、
本
稿
は
平
成
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
文
中
の
旧
字
、
異
体
字
は
適
宜
改

め
て
い
る
。

論 説


